






































本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
















口絵・本文イラスト　深崎暮人







　目次








キャラクター紹介

特典小説

キャストインタビュー

監督＆原作者インタビュー

書き下ろし小説　冴えないゴーストの務めかた



　あとがき






































































































































愛と青春のメトロノーム






　一月中ちゆう旬じゆん、不ふ死し川かわ書店会議室……

「いきなり温泉シーンとか、これはハーレムテンプレお色気アニメと言われてもしょうがないわね」

「その意外性のおかげですごく話題になって、それまで興味のなかった人もたくさん見てくれたらしいよ」

「いくら視し聴ちよう者が増えても、興味ない人が見たら余計に叩たたくんじゃないかしら」

「まずは見てくれる人の母数を上げるのが重要だって考えたんだよ。たとえどんなにいい出来でも、手に取らない人を楽しませることはできないんだよ」

「だいたい、キャラ紹しよう介かいもなしにお色気シーンを流したところで、キャラクターに感情移入できてない視聴者が果たして楽しめるのか疑問だわ。これでは原作ファンですら批判的な意見も出てくるのではないかしら」

「最初から原作を知ってる人はかなりの確率でもう少し先までついてきてくれる。その人たちには後の話でアピールすればいいって作戦さ」

「なにその言い訳がましい発言。まるでアニメの関係者みたいな自己弁護の塊かたまりね倫りん理り君」

「詩うた羽は先せん輩ぱいこそ出演者なのにそういう刺とげ々とげしい感想言うのやめてよ!?」

　部屋の大型モニターに映し出されていたのは、ＴＶアニメ『冴さえない彼女ヒロインの育てかた』＃０『愛と青春のサービス回』の録画映像だった。

　そして映像を見ながら批判厨ちゆう売上厨のごとく論戦を交かわしているのはその作品の出演者という、作中で散々批判されているメタをここでも投入してくるとかもう始末に負えない体ていたらくで。

「まぁでも、アニメとしてはよくできていたわね。『恋するメトロノーム』のスピンオフ作品であるところの『冴えない彼女ヒロインの育てかた』……視聴継けい続ぞく確定よ」

「……あの、詩羽先輩」

「まぁ、本編より先にスピンオフをアニメ化する狙ねらいはよくわからないけれど、これで本編のアニメがますます楽しみになったわ」

「いや、だからさ」

「本編では、私がきちんと監かん修しゆうして、メインヒロインの可愛かわいい描びよう写しやをこれでもかと入れ込み、必ずや視聴者全員をメインヒロイン萌もえに引きずり込み……」

「えっと、わかってると思うけど、このアニメの原作が本編で、『恋するメトロノーム』はそこから派生した……」

「いいえ、アニメでの私の扱あつかいが、こんなサブ系お色気要因なんて認めない。認めないわよっ！」

「認めないって言われても……」

「わ、私はメインヒロイン……売れっ子ラノベ作家で、編集バイトの男の子と微び妙みような距きよ離り感かんのまま一いつ緒しよに作品作りをしている超ちよう萌えキャラなのよっ！」

「詩羽先輩……なんかますますサブヒロインっぽくなってるよ？」

　そんな訳で、アニメの詩羽先輩よりもよっぽど乙女おとめでメインヒロインしている『恋するメトロノーム』をどうぞよろしく。








冴さえないファンタジア大感謝祭二〇一六






「……それで、こうしてレオタードに着き替がえさせて、誰だれもいない体育館に連れ込んで、リボンを差し出して、倫とも也やくんはわたしに何をさせたいのかな？」

「いい質問だ……実に的確で要点をついた質問だ恵めぐみ！」

　というわけで、状じよう況きようは今、彼女の口から簡潔に説明がなされたので割かつ愛あいさせていただく。

「加か藤とう恵……お前は今日から、新体操部に入部して、パーフェクトなヒロインを目指してもらう！」

「えっと、新体操部に入部することがどうしてパーフェクトなヒロインを目指すことになるのかな？　もしかして二○二○年の東京オリンピックを目指すことになるのかな？　そういえばリオではメダルラッシュに沸わく日本勢の中、新体操は結構微妙な結果に……」

「選手は頑がん張ばったんだよ言ってやるなよ！」

　そんなふうに、いつも通りフラットに毒を撒まく恵の投げやりな態度をたしなめつつ（誰のせいでそういう態度になったのかはさておき）、俺は、彼女を諭さとすべく、その肩かたに手を置き、真しん摯しに語りかける。

「なぜなら、パーフェクトなヒロインといえば新体操だと昭和タツ○の時代から決まっているからだ！」

「平成生まれだよね？　お互たがい平成生まれだったよねわたしたち」

「それがどうした！　お前は今から新体操を始めて、インターハイで優勝した挙句、全国区のアイドル女子高生となり、最終的には関東ローカルのニュース番組で『恵ちゃんを探せ』のコーナー化を目指すんだよ！」

「そんなレトロで小○館なネタやめようよ。ここＫＡＤＯＫＡＷＡだよ？　ファンタジア学園だよ？」

「頼たのむ恵！　俺たちの最強のゲームを完成させるためなんだ！　わかってくれ！」

「イベント限定頒はん布ぷのエピソードだからってやりたい放題だね倫也くん」

　……それに関しては、ここまで無茶な内容で、しかも版権的にも難易度の高いものを扱っておけば、他ほかの媒ばい体たいへの二次利用もできまいという冷静な計算のもとでの判断という噂うわさもあるが、まぁそれは置いておく。

「……まぁ、とりあえずわかったけど。でもインターハイもオリンピックも絶対無理だよ？　なれるとしたらパーフェクトヒロインくらいだよ？」

「やってくれるか恵！」

　その、謙けん虚きよなのか傲ごう慢まんなのかわかりにくい答えの中にあり得ないくらいの付き合いの良さを込こめて、恵が、目の前の床ゆかに置いてあったリボンを手に取る。

「それで、まずは何をすればいいのかな？」

「そうだな、じゃあ、イベントＣＧ用の資料写真を撮とるから、今からここで、新体操の演技っぽいことをしてくれ」

「そういうオーダーって、真しん剣けんに新体操に取り組んでる人たちへの冒ぼう瀆とくだと思わないでもないけど、まぁ真剣にゲーム作ってるからいい……のかな？」

　そして恵は、手に持ったリボンを構え、リズミカルに回し始める。




「あ、やっと回った」

「今だ！　その姿勢のまま動くなよ！」

「そしたらリボンも止まっちゃうけど……」

　最初のうちは、蛇へびがのたくったような不細工な軌き道どうを描えがいていたリボンは、やがて時間が経たつにつれ、徐じよ々じよにその形を綺き麗れいな螺ら旋せん状へと変えていき。

　やがて、それに伴ともなって、恵の姿勢も、しっかりと背筋が伸のび。

　さらに、彼女の表情が真剣に、そして楽しげに変わっていく。




「？　倫也くん？」

「え？　あ、なに？」

「シャッター、止まってるけど……もうやめていいの？」

「あ、ごめん、もうちょい、今度は違ちがうポーズで」

「ん、わかった」

　気づかないうちに、結構な時間、恵の目の前で、ただぼうっと突つっ立っていた。

　それは、まぁ、要するに、俺にとって、そうする価値があったからってことでもあり。

　……ビジュアルだけなら既すでにパーフェクトヒロインだな、こいつ。

「っ……」

　いや、違う、これはまやかしだ。俺は騙だまされてるんだ。

　こんな、なんちゃって新体操ごときに魅み力りよくを感じてしまったら、それは真剣に新体操に取り組んでる人たちへの冒瀆だ。

　でも……




「倫也くん」

「え？　あ、なに？」

「そろそろ、他の部活も始まる時間だけど、どうする？」

「え……」

　恵のその言葉に、ふと我に返ると、確かに体育倉庫の方から、いかにも体育会系な活気のある声が響ひびいてくる。

「まだ撮り終わってないんなら、このまま続ける？」

「え……？」

　そろそろ他の部活も始まり、多分、女子だけでなく男子も、この体育館にたくさん集まってくるはずで。

　それって、つまり、そんな連中に、恵のこのレオタード姿を晒さらすってことで……




「……倫也くん？」

「いや、そろそろ撤てつ収しゆうだ」

「もう、いいの？」

「あ～、うん、ほら、とりあえずイベント用の素材は一通り揃そろったし」

「…………」

「それに、まぁ、真剣に部活やってる人たちに迷めい惑わくかもしれないし」

「……ふぅぅぅぅ～ん」

「なんだよ？」

「わたし知ってるよ。そういうの『どくせんちゅう独占厨』って言うんだよね？」

「お前その台詞せりふを言うべきＴＰＯ全部間違えてるぞ!?」








冴さえないファンタジア文庫二八周年






「いいか恵めぐみ？　今回は絶対に褒ほめないし、絶対に照れたりしないからな！」

「なに唐とう突とつに？」

　俺の目の前にいるのは、黒いドレスに身を包みながらも、白い肩や太ふと股ももをあらわにし、椅い子すに腰こしかけてこちらを見つめている恵……まぁ要するに、クリアファイルの表面通りの構図と思っていただければ幸いだ。

　なお、どうしてこういうフォーマルな服装で、こういうシチュエーションになっているのかは、説明する文字数も勿もつ体たいないので、『ゲーム制作のためのあれやこれや』ということでご了りよう承しよういただきたく。

「いや、わかってんだよ。だいたいこの手のシチュエーション型のＳＳの定番として、俺が恵の〝普ふ段だん見ない一面〟ってやつにドキドキしてしまって、それをお前がニヤニヤからかうというテンプレートなオチに収まるということがな！」

「え～と、別にいつもニヤニヤはしてないとおもうんだけど、わたし」

「それでもっ！　そのフラットな態度や言動の裏で、実は俺のことを『ちょっとセクシーに迫せまればただ真っ赤になって何もできずに黙だまり込むちょろいオタク』として見下してんだろそうなんだろ！」

「いつもいつもわたしのことを『ちょっと強引にお願いしたらなんでもしてくれるちょろいガールフレンド（仮）』として見下してるのは倫とも也やくんの方じゃ……」

「とにかくっ！　今回はどれだけアピールされても褒めない。本心も言わない。だから敢あえて評させてもらう……」

　と、俺は、決意に満ちた表情で深呼吸を一つすると、目の前の……その、ドレスのせいなのか元々の素材のせいなのかそのコラボレーションなのか、清せい楚そさと妖よう艶えんさが絶ぜつ妙みようにあいまってもはやどう評したらいいのかわからないくらいに（いい意味で）アレな恵を、全身全ぜん霊れいで全否定する。

「恵、お前、そのドレス……全然似合ってないぞっ！」

「え～と、本心言わないって宣言しちゃった以上、今の『似合ってない』って発言が、実は本心じゃないってことになっちゃうんだけどそれはいいのかな？」

「あああああっ！　いきなりベタ褒めしてしまったぁぁぁ～！」

「……あ～、どうも、ありがとう」

　……はずだったのだが、ただ真っ赤になって何もできずに黙り込むちょろいオタクにそんな所業は無理だった。




「だ、だいたい何このダンスパーティに出てくるみたいなシチュエーション。これどう考えても相手俺じゃないじゃん！」

「え、え～と、う～ん……………………まぁ、そうだね」

　その、俺の、あまりにも自じ虐ぎやく的な指し摘てきに、恵はしばらく目を閉じて、多分、俺のタキシード姿などを思い浮うかべフォローしようとして……早々に諦あきらめやがった。

「てことはこれってＮＴＲイベントじゃん！　ヤだよ俺そんなゲーム作るの！」

　まぁ、確かに世間には、ヒロインが他の男に開発……ああ、いや、なびいてしまうことで自分の傷をえぐるような物語を好む人もいるとは聞く。

　けれどまず、制作側の自分にそんな趣しゆ味みはないし、またＮＴＲゲーを作ってしまったことで変な性せい癖へきに目覚めても困る。

「あ～、でもほら、メインヒロインはわたしだけど、主人公が倫也くんみたいな性格の男の子って決まった訳じゃ……」

「でも俺が作る主人公だぞ？　イケメンリア充じゆうな訳ないんだぞ？　気軽に女の子をダンスに誘さそえる訳なんかないんだぞ!?」

「……あ～」

「ああ～、俺は一体どうすればいいんだ～！」

　そんな俺の穴だらけの論理で、いとも簡単に納なつ得とくしてしまった恵に言いたいこともあるけれど、今はそれどころではない。

　……というか、だったらなんでこんなシーンの再現してんだ俺たち？




「でも、別にわたしは構わないよ？」

「何を!?」

　そんなこんなで、ゲームの内容を純愛ルートと寝ね取とられルートに完全に分ける方向で企き画かくを練り直そうと考え始めていた俺に、恵が、囁ささやきかけてくる。

「倫也くんの作った、『女の子をダンスに誘えない主人公くん』を選んだって、構わないよ？」

「え……」

　……なんか、すごく近くで。

「倫也くんの作る、真っ赤になって何もできずに黙り込むちょろいオタクな主人公くん以外には、目もくれなくても、構わないよ？」

　言葉の内容も、二人の距きよ離りも、すごく近くで。

「それって、女子としては間違ってるだろ……？」

「でも、ギャルゲーとしてみたら、正しいんじゃないかな？　そういうのが『むねがきゅんきゅんする』メインヒロインってやつじゃないのかな？」

「け、けど、そんな噓うそっぽいヒロインのこと、プレイヤーは、好きになるかなぁ？」

「噓だって思う？　そんなふうに思う女の子なんて、絶対にいないって、言いきれる？」

「そ、それは、えっと……」

　そして、そんな近くで見る恵の表情は、なんだか、とっても……

「そんな理想が低くて、都合がよくて、簡単に攻こう略りやくできる、救済キャラみたいな、安っぽい女の子のこと、倫也くん……主人公くんは、嫌いやかな？」

　とっても、その、（いい意味で）アレで……

「い、いや勘かん違ちがいしないぞ！　そうやって、自分のこと『やっすい女の子』って自じ称しようするヒロインに限って、実はめちゃくちゃプライドが高くてめんどくさいって、とあるギャルゲーで学んだんだ俺！」

　だから俺の方の反応も、（悪い意味で）アレにならざるを得なくて。

「やっぱりわかってないな倫也くん……」

「何を、だよ？」

「その女の子が、そういうことを言うのは、相手の男の子が、本命だからだよ」

　で、そんなアレな俺に被かぶせてくる恵の言葉は、もうなんか、やっぱり俺を、ニヤニヤからかっているように思えてしまって。

「で、でも、でもっ……だとしたら、恵……じゃなくて、メインヒロインも、実は最初から俺……じゃなくて、主人公が本命だったってことになるんだけど」

「……………………あ～、はいはい。そうだね～。よかったね～」

　だから、その、苦し紛まぎれに俺が放った逃にげの言葉に対する、恵のフラットな反応が……

　いつもより、数秒遅おくれてしまったことについては、どう解かい釈しやくしたらいいんだろうか。








恋と純情のメトロノーム






　四月上じよう旬じゆん、不ふ死し川かわ書店会議室……

「いきなり水着シーンとか、これはハーレムテンプレお色気アニメと言われても……」

「すいません詩うた羽は先せん輩ぱい二年前にまるっきり同じようなこと言ってたの覚えてますか？」

　※）月刊ビッグガンガン２０１５ Vol.04付録クリアファイル参照

　という訳で、会議室の大型モニターに映し出されていたのは、ＴＶアニメ『冴えない彼女ヒロインの育てかた♭フラツト』＃０『恋と純情のサービス回』の独どく占せん配信映像だった。ア●ゾン万ばん歳ざい。

「それにしても、冒ぼう頭とうの台詞じゃないけれど、よく二期なんか作れたわねこのアニメ」

「もうメタにメタを塗ぬり重ねてまるっきり訳のわからないことになってるよ詩羽先輩！」

　そして二年前と同様に、この場で映像を見ながら論戦を交かわしているのは、売れっ子ラノベ作家霞かすみ詩うた子ここと霞かすみヶが丘おか詩羽と、その担当編集安あ芸き倫とも也やという、ちょっとだけ別の世界線からやってきた、作品の出演者……のドッペルゲンガーということでここは一つ。

　と、まぁ、それはさておき……

「……（いらっ）」

「……（びくっ）」

「……（むかっ）」

「……（はらはら）」

　アニメが進むにつれ、なぜか詩羽先輩の機き嫌げんはどんどん悪化し、その苛いら立だちは、やがて机を揺ゆらすほどの貧びん乏ぼうゆすりへと発展していった。

「…………倫りん理り君、ちょっとそこに」

「え、えっと、一応すでに座ってますけど」

「どういうことなのこれは……？」

「な、何が？」

「私にバーに誘われて、シャンパンで乾かん杯ぱいして、いい雰ふん囲い気きになって、しかもホテルの部屋を取ってあるとまで言われているのに、頑かたくなに拒こばもうとするのはどういう意図からなの!?」

「あ、やっぱりあれジンジャーエールじゃなかったんだ……」

　決してＢＰ●とかに告げ口しないようここは一つ……

「そういうことを聞いてるんじゃないのよそういう答えをはぐらかす態度が気に入らないって何度言ったらわかるのかしらこの倫理は！」

「いやいやいや！　だからあれは俺であって俺じゃないし！」

「顔も態度も口調も選せん択たくも何ひとつ違ちがいが見つからないのだけど!?」

「けどアニメや原作のあいつ俺と違って評判悪いし！」

　それは禁句であるがまぁ微び妙みように真実なので仕方がない。

「あなただって十分評判悪いでしょ！　ほら、嵯さ峨が野のさんと微妙にいい雰囲気になったりとか！」

「それって評判悪いのただ一人にとってだけじゃないの!?」

　そんな訳で、アニメの詩羽先輩よりもよっぽど嫉しつ妬と深ぶかくてヤンデレヒロインしている『恋するメトロノーム』をどうぞよろしく。

「ちょっとモノローグ！　その締しめも二年前とまるっきり同じじゃないのよもっと工く夫ふうしなさいよ！」








冴さえない『冴えない彼女ヒロインの育てかた♭フラツト』の振ふり返りかた






　ＪＲ原はら宿じゆく駅の改札を出て徒歩数分のところにある、とある商業ビルの七階。

　その、ジャンル的にはエンタテインメント・コラボレーション・カフェと呼ばれる店内には、壁へき面めんのところどころに大型ディスプレイが設置されており、今はそのスピーカーから、透すき通った女性ボーカルの歌声が……

「はい、という訳で、ＴＶアニメ『冴えない彼女ヒロインの育てかた♭フラツト』の振り返り上映会を始めたいと思います～。進行はわたし、加か藤とう恵めぐみと」

「澤さわ村むら・スペンサー・英え梨り々りと」

「霞かすみヶが丘おか詩うた羽はの三人でお送りするわ」

　いやまぁ、具体的には、春はる奈なるなの『ステラブリーズ』が、アニメのＯＰムービーに合わせて流れていた。

「そんな訳で、最終回も終わったことだし、皆みんなでアニメを振り返って感想を言い合おうって企画なんだけど……」

「そういえばあたしたち、出演はしてたけど実際に通して見るのは初めてなのよね～。だから自分の登場シーン以外はどうなってるのか結構知らなくて」

「……さすがね澤村さん。こんなお寒いメタ展開の中にもとりあえずの状じよう況きよう説明と辻つじ褄つま合わせを忘れないその商業主義。売れ線狙ねらいの同人作家なだけのことはあるわ」

「……締め切り破りまくりで周囲に迷めい惑わくかけ通しな悪あく魔ま作家のあんたと違って、人並みの協調性を持ち合わせてるだけよ」

「あ～、いきなりのプロレスはそりゃもうお約束的には美味おいしいけど、とりあえず進行させたいから少し落ち着いてね二人とも」

　三人の真ん中に座り、英梨々と詩羽のステレオ口くち喧げん嘩かを左右から聞き流しつつ、恵がとりあえずフラットに場を仕切る。

　そう、ここにいるのは恵であり、詩羽であり、英梨々であり、決して安やす野のさんでも茅かや野のさんでも大おお西にしでも……いや、大西さんでもなく、そしてこれは『冴えないラジオの育てかた♭フラツト』の公開録音でもないということだけはご認にん識しきいただきたく。

「はい、という訳で、まず最初は第一話ならぬ第○話、『恋と純情のサービス回』が流れてますけど……」

「また初回からサービス回とか、本当に芸がないわねこのアニメ」

「なっ……どう見ても最高のスタートじゃない！　一期で受けた要素にさらに磨みがきをかけて、素す晴ばらしい水着回に仕上げてあるじゃない！」

「えっと、少し落ち着いてって言ったそばから、しかもアニメそっくりの言い合いを始めるのやめて欲しいんだけど二人とも」

「で、でも恵だってそう思うでしょ？　可愛かわいくて華はなやかで肌はだ色いろで、サービス回最高だと思うでしょうそうでしょう!?」

「えっと、自分が水着姿で肌を出しまくってるシーンを最高だとか言いたくないんだけど。建前的にも本音的にも」
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　と、そんなこんなで、三人による振り返り上映会は、初しよっ端ぱなから躓つまずきつつも、その後はまぁ順調に進み……

「なぁんだ、英梨々も『恋こいするメトロノーム』読んでたんだ。それも一年も前から」

「……っ」

「…………」

「しかも、本当は霞かすみ詩うた子この大ファンとか、えっと、あれだね、安あ芸きくんがよく言う、つんでれってやつだね、これ」

「～～～っ」

「…………」

　今、画面には、第一話『冴えない竜りゆう虎この相見あいまみえかた』の、一年前の回想シーンが流れていたりした。

「へぇ、しかも霞ヶ丘先輩の方は、英梨々の絵に一ひと目め惚ぼれだったんだ……」

「…………」

「くっ……」

「そっかぁ、だからあの時、お互たがいのサイン欲ほしがったんですね。なぁんだ、クリエイターとしては相思相愛じゃないですか、素直じゃないなぁ二人とも」

「ちょっとちょっと恵！」

「いちいち場面ごとに青あお臭くさい解説入れるのやめてくれないかしら加藤さん」

　つまり画面上では、互いの作品に涙なみだし興奮し、距きよ離りを縮めたいのになかなかうまくいかない二人のもどかしい描びよう写しやがだだ漏もれになっており。

　当然、そんな場面を目の前で見せられる二人は、くすぐりの拷ごう問もんを受けているかのような苦く悶もんの表情を浮うかべていたりして。

「でも、この振り返り上映会って、見ながら感想を言い合うコメンタリーみたいなものだし、今みたいに二人が黙だまっちゃったらわたしが一人で喋しやべるしかないんですけど」

「それにしても話題の選び方ってものがあるでしょ！」

「そうよ、ここは場ば繫つなぎとして、シーンとはまるで関係のない自分語りでもやってなさいよ。例えば最近ハマっているものとか、今日のお昼ご飯の内容とか」

「そういうのって作品のコメンタリーで聞いてて面おも白しろいですか？」

「今はそんな映像ソフトとしての商品価値に言げん及きゆうしてる場合じゃないのよ！」

「大体、コメンタリーを楽しみにしているのは大多数がキャストのファンなのだからそれで十分なのよ。原作者とかがしゃしゃり出てきて知りたくもないマニアックな裏設定なんかをドヤ顔で語り出してキャストがドン引きで相あい槌づち打つだけのコメンタリーなんて百害あって一利なしだわ」

「……その辺は製作側に一意見として伝えておきますけど、でも、この辺りっていい話じゃないですか。視し聴ちよう者の皆みなさんからの評判もよかったし」

「そういうのを褒ほめ殺しって言うのよ恵！」

「そうよ加藤さん、自分ではいい感じで進行しているつもりかもしれないけれど、当事者にはとても嫌きらわれる行こう為いだということを覚えておくのね。澤村さんが私の小説のファンだったなんて、そんなの知りたくもなかったし興味もないわね」

「そうそうっ！　霞ヶ丘詩羽があたしのファンとかどうでもいい！　そんな殊しゆ勝しようなこと言ってたって、どうせすぐに裏切るんだから！」
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「ほら次の回でもう裏切ったぁぁぁぁ～！」

　……画面には、第二話『本気で本当な分ぶん岐き点てん』の、詩羽と倫とも也やの池いけ袋ぶくろデートのシーンが流れていた。
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「あ、あ～……」

「ちっ……」

　それからさらに時間は過ぎ、様々な都合で第三話『初しよ稿こうと二稿と大長考』も過ぎ。

「ちょ、ちょっと、霞ヶ丘先せん輩ぱい……これ、うわぁ……」

「ほんっと、はしたないったらないわね、このビッチヶ丘詩羽！」

　画面には、第四話『二泊はく三日の新ルート』の、詩羽の風ふ呂ろ上あがりのベッドシーン（場所的に）が映し出されていた。

「いつもはしたないイラストでいいね稼かせぎしてるあなたに言われたくないわね澤村さん」

「あたしが脱ぬがせてるのは、あくまで二次元の非実在青少年だし～。あんたみたいにガチ三次元で条例とかに引っかかるような真ま似ねはしてないし～」

「あ、で、でも英梨々？　確かに露ろ出しゆつ度どは相当高いけど、でも、ここの霞ヶ丘先輩、すごく綺き麗れいだと思うけどな」

「いいこと言うわね加藤さん。そう、この、月明かりに輝かがやき透き通る肢し体たいとか、白いシャツと黒い髪かみと肌色の混じり合うコントラストとか、下品なエロスよりも芸術性を追求したこのシーン構成の美しさを理解できていないなんて、あなた本当に美少女イラストレーターなの？」

　今さら『何をもって三次元とするか』の定義には巧こう妙みように触ふれず、恵が慣れた様子で恒こう例れいのキャットファイトの仲ちゆう裁さいに入ろうとする。

　しかし……

「というか、このシーンの問題は、そもそもここまでモロ出ししたのにまるっきり倫也に相手にされなかったことでしょ。しかも最後には恵に全部持ってかれてるし」

「あああああっ！　何なのこのラストシーンの作り込み具合！　どうしてこのタイミングで突とつ然ぜんロングにイメチェンするのよ加藤さん！」

「え、え～？」

　画面がいつの間にか、キャンプファイヤーでフォークダンスを踊おどる恵と倫也のシーンに切り替かわっていたことが、話を微び妙みようにややこしくしてしまった。

「あ～、もう本当、ここの恵って完かん璧ぺきにヤンデレ黒髪ロングヒロインになりきってて、あたしもスケッチのしがいがあったってものよ。清純で変ないやらしさもないし、まさに、どこかの年上黒ストッキングの霊れい圧あつが消えた特筆すべきシーンだったわよね～」

「か、加藤さん……あなた、あなたっ」

「えっと、黒髪ロングにしたのもフォークダンスを踊ったのもヤンデレ芝しば居いしたのも全部霞ヶ丘先輩の指示でしたよねわたしの意志じゃないですよね？」
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「うっ、ぐすっ、ひっく……」

「…………」

「…………」

　三みつ巴どもえの罵ののしり合いがしばらく続いているうちに、上映会はいつの間にか第五話『締しめ切りが先か、覚かく醒せいが先か』を通り越こし……

「な、なんて切ない恋物語……まさか冴さえカノでこんな純愛回が見られるなんて思いもしなかったわ……」

「……ねぇ加藤さん、この自作自演勘かん違ちがいメンヘラ一いつ緒しよに始末しない？」

「……今はそうっとしておいてあげましょうよ」

　六話、『雪に埋うもれたマスターアップ』の、那な須す高こう原げんでの英梨々と倫也の二人きりの謝罪シーンをバックに、英梨々のすすり泣く声が、微妙に白けた室内に響ひびき渡わたる。

「ひっく、うぅ……もう、二人とも関係ない雑談とかしてないで、もっと真しん剣けんに見なさいよぉ、せっかくの振ふり返り上映会なのよぅ？　うう、ぐすっ……っ」

「そう言われても、ちゃんと締め切りに間に合わせた身からしてみれば、この回の澤村さんのしたことって、カンヅメと称しようして遠くに逃にげ出した挙句、風か邪ぜひいたことを理由に新作落とした最低イラストレーターの所業にしか見えないのだけれど」

「すいません何割かは賛成ですけどさすがに言葉が過ぎると思いますので自重してください霞ヶ丘先輩」

「そ、そうやって、キャラクターの繊せん細さいな心情を汲くみ取らずに作中の事実だけで判断して、『マスターアップできなかったからクソ』とか言ってクソアニメ認にん定ていするあんたみたいなクソ視聴者が、アニメ制作現場を萎い縮しゆくさせてるっていい加減気づきなさいよ霞ヶ丘詩羽っ！」

「……とうとう自己正当化のために視聴者否定まで始めたわねこのクソ当番ヒロイン」

「すいません何割かは……いえ、自重してください霞ヶ丘先輩」

「何度も見返してみれば、この六話が見どころいっぱいの神回だって素人しろうとでもわかるでしょ！　あたしのために夢を諦あきらめてしまった倫也の決断……それは、サークル代表としては間ま違ちがった判断だったかもしれない。ううん、明らかに間違ってた……それでもっ、あの時の倫也の頭には、あたしのことしかなかったの！　わかるでしょ!?」

「解説がくどい上に自己正当化まみれで何ひとつ心に響くものがないわねこの言い訳金きん髪ぱつツインテールは」

「…………」

「ああもう、なんでこの回が最終回じゃないんだろ……ちょうどサークルの目的だった冬コミも終わったことだし、Ｃパートで二人は幸せなキスをして終しゆう了りよう～、で良かったのに～」

「澤村さん、あなた現実逃とう避ひもいい加減にしなさいよ。どうせこの後の回で滑すべり台まっしぐら……」

　と、あまりに調子に乗りまくる英梨々に、流石さすがに苛いらついた詩羽が、この後の現実を叩たたきつけようと口調に力を込こめたその瞬しゆん間かん……

「やめましょうよ、霞ヶ丘先輩……」

「でも加藤さん……」

「英梨々は悪くない、全然、悪くないですよ……」

　そんな詩羽の怒いかりを霧む散さんさせてしまうほどに冷静な恵の言葉と態度が、その場を穏おだやかに鎮しずめた。

「けど、やっぱり、この時の安芸くんの判断は……ないんじゃないかなぁ」

「え？」

「あ……」

　……ように見えたのは、単なる気のせいで。

「ううん、別に、英梨々の看病を取ったことを責めてる訳じゃないんだよ？　だって、さっきのシーンの英梨々、本当に苦しそうにしてたし。だから、全然そのことは気にしてないんだよ……でも、でもね？」

「め、恵……？」

「か、加藤さん……？」

「安芸くんが立ち上げたサークルだよね？　やる気のなかった皆みんなを強引に引きずり込んだのは安芸くんだよね？　なのに、なのに、ここまで人をやる気にさせておいて、急に今まで引っ張ってきた手を離はなしちゃうって、どうなんだろ……わたしの気持ち、宙ぶらりんにさせておいて、いつも通りに振る舞まうのって、本気で、どうなんだろ……」

「ちょっとちょっとちょっとぉ!?」

「どれだけ執しゆう念ねん深いのよあなた！」

　そうやって、静かな声で全然冷静じゃなく愚ぐ痴ちる恵の、その言葉と態度は……

　ちょうど今、画面に流れていた六話のラストシーンの彼女自身と、まるっきり被かぶっていた。
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「…………（ぐぬぬぬぬ）」

「…………（いらいらいらいら）」

「え～と……あ、そうだ、わたし最近フットネイルにハマってて～」

「そういう、シーンとまるで関係ない自分語りとかいいから恵」

「単なる場ば繫つなぎなんて面おも白しろくもなんともないから黙だまってなさい」

「……はい」

「…………（ぐ、ぐ、ぐぬぬぬぬ～）」

「…………（むかむかむかむか）」

「……はぁ」

　まぁ、この場の空気感から容易に想像できるかもしれないが、上映会は第七話『リベンジまみれの新企き画かく』も過ぎ、今は第八話『フラグを折らなかった彼女』に到とう達たつしていたりした。

「…………（ぐぬぬぬ……ぐぬぬぬぬ～）ちょ、ちょっと恵ぃ！」

「これは一体どういうことなのかしら加藤さん」

「あ～、わたしが喋しやべっても面白くもなんともないから黙ってるよ～」

　それも、既すでにＢパートに。

「あんたどう見てもウキウキじゃない！　これ一体どういうことなのよ!?」

「フラットで男に興味なさそうに装よそおっておいてこの世話焼きっぷり……明らかに倫りん理り君を落としにかかってるようにしか思えないのだけれど？」

「あ～、だからそれは、ほら、それだけゲーム作りに一いつ生しよう懸けん命めいだったっていうか、またサークル活動できるって思ったら、嬉うれしくなってきちゃったっていうか～」

「そ、それにしたって限度ってものがあるでしょ限度ってものが！」

「だいたいあなた、嬉しくなっただけで、男の目の前で下着買って、家に上がり込んで料理作って味見させて、お風ふ呂ろでまで電話で繫つながって、挙句の果てに男の服を着て一緒に寝ねることを言うのかしら？　しかもノーブラで！」

「え～と、え～と……そ、そうだ、最後の方は霞ヶ丘先せん輩ぱいだってやったじゃないですか……」

「私はいいのよ本来の目的を隠かくさなかったもの！」

「うわ言い切っちゃいますかそれ……」

　画面では、恵の歌う挿そう入にゆう歌か『ＥＴＥＲＮＡＬ ♭フラツト』が流れ、灯あかりの消えた部屋の中で、ベッドと布ふ団とんに分かれて寝ている二人が、穏やかで緩ゆるやかな時間を過ごしていた。

　……が、こちらの三人は、そんな静かな挿入歌も囁ささやくような台詞せりふも全すべてかき消すような修しゆ羅ら場ばの真っ最中で。

「というか、こんな事されたら、倫理君みたいな童○オタクなんかイチコロでしょう？　どうだったの加藤さん？　このフェードアウトの後、一体何があったのよ!?」

「すぐ寝ましたから何もないですから。だいたい、こういうのが男の子に効くって思ってるなら先に霞ヶ丘先輩がやってみればいいのに……いっつも度を越したお色気で迫せまるからかえって引かれるんじゃないですか？」

「ああっ！　言ったわね言ってはいけないことをあっさり言いやがったわねこのムッツリスケベ！　あなたみたいな『口ではそう言ってるけど体は正直』な人には反へ吐どが出る……反吐が出るわ加藤さん……っ」

「……すいませんそろそろお互たがいのイメージのためにもやめませんかこの会話？」

　と、そんな飛び交かう罵ば詈り雑ぞう言ごんに、さすがにまずいと感じた（割には既に一歩踏ふみ越えている感のある）恵が、なんとか自分ごと詩羽をなだめようとフラットな口調に無理やり戻もどしたその瞬間……

「め、恵、恵ぃ……はわわわわ……こんな、こんな……っ」

「え、英梨々……？」

「あ～」

　今度は、ここしばらく言葉を失っていた英梨々の呆ぼう然ぜんとした呟つぶやきが、この場を凍こおらせる。

「せっかく仲直りしたのに……倫也と、昔みたいに、なったって思ってたのに……」

「あ、あ～、それは大だい丈じよう夫ぶだよ英梨々？　ほら、わたしのは友情だから、サークルの絆きずなだから、英梨々と安芸くんの関係とは方向性が……」

「その割にはものすごく女の子の顔していたように見えたのは私の気のせいかしら加藤さん」

「そういうのやめませんかってさっき言いましたよね霞ヶ丘先輩」

　いつの間にか、英梨々の目から光は失われ、顔は青ざめ、ツインテールがわなわなと震ふるえ……ああいや、全身が震えていた。

　何しろ、今のラストシーンには……英梨々が全く想定も覚かく悟ごもしていなかったものが映っていたから。

「う、うう、ひっく、ひっく……め、恵の裏切り者ぉ……」

　だから英梨々は、後で後こう悔かいするとわかっていながらも、生まれて初めての親友を、責めることをやめられなくて……




　しかし……

「…………裏切ったのは、どっちかなぁ」

「…………え？」

「あ…………」

　そこで画面が、第九話『卒業式と超ちよう展開』に既に移っていたことが、事態をさらにややこしいものにした。
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「…………」

「……（びくびく）」

「……（はらはら）」

「…………」

「あ、あ～……ね、ねぇ、恵？」

「え、ええと……」

　九話の序じよ盤ばんで、『裏切ったのは、どっちかなぁ』という一言を発してから……

　恵は、さっきまでの『ちゃんとお話に沿って感想を喋らないと』という自分の発言などどこへやら、一話分まるまる無言で、ただ呆然と画面を眺ながめ続けた。

　そして映像は流れ、とうとうその時が……

　第一〇話『そして竜りゆう虎こは神に挑いどまん』の、二人がサークルを離れる決意を固める、まさにその、クライマックスの瞬間が、画面に映し出される。

「わたし、わたしね？　英梨々と霞ヶ丘先輩がサークルをやめるって話を聞いた時、すっごく泣けてきちゃったんだ……」

「う……」

「加藤さん……」

　そんな絶ぜつ妙みようのタイミングで、ようやく言葉を取り戻した恵は、一いつ緒しよに、抑おさえ込んでいた感情をも取り戻してしまった様子で、震える声を絞しぼり出した。

「二人とも、あんなに一生懸命頑がん張ばったのに、みんなで一つになって頑張ってたのに……でも、そう信じてたのはわたしだけなのかなぁって……わたしと、倫也く……安芸くんだけだったのかあなぁって……」

「そんなこと……」

「加藤さん……」

　そんな恵の、やっぱり今でも鼻声交じりの嘆なげきに、二人は、零こぼしかけた言葉を思わず飲み込んでしまう。

　……まぁ実は、今、恵が言いかけた『倫也く……』という呼こ称しように関して微び妙みように問い質ただしたい気持ちは結構あったのだけれども……

「でもこうして、二人の思いを実際に聞いちゃうと……二人とも、辛つらくて、悲しくて、悔くやしくて……けれど、どうしようもないくらいに、真しん剣けんだったんだなぁって。だから、上を目指すって決心したんだなぁって……っ」

「…………」

「…………」

　それでもまぁ、恵の言葉が、自分たちを認めてくれる方向に流れていったので、その失言（それとも確信犯的言動？）は、とりあえず黙って流すことにした。

「やっぱりまだ、全部は消化しきれない……けれど、二人の決意、受け止めてみせるよ」




『ここで恵に余計なことを言って、変に蒸むし返されても困るし』

『何しろ相手は、ついさっきも、かなりめんどくさい蒸し返しを見せた加藤さん』

『あの鋭するどくて、けれど食いついたら離はなれなさそうな牙きばが、またこっちに向いたら……』

『やっぱりここは、適当に受け流して勝手に納なつ得とくしてもらうしかないわね』




　……二人の気持ちの中に、そんな打算があったかどうかは、今となっては永遠の謎なぞだけれども。

「だから、二人は振ふり向かないで。ずっと上を見て、昇のぼっていって……そして、誰だれも手が届かないくらい、大きくなって？」

「恵……っ」

「わたしは、今なら応おう援えんできる。してみせるよ」

「ありがとう……加藤さん」

「そして、倫也く……安芸くんのことは任せて。じゃなくてサークルのことは任せて」

「ちょっとちょっと恵！」

「あなたさっきからの言い間ま違ちがい、やっぱりわざとでしょうそうなんでしょう？」




　　　　※　※　※




「あ～、ここは……えっと、ほら、劇中で言ってるように、デートっていうより、取材だからね？」

「…………」

「…………」

　そして画面は、とうとうフィナーレである最終回……『再起と新規のゲームスタート』へと移り変わり。

　坂道での、恵と倫也の誓ちかいのシーン……この、『冴さえない彼女ヒロインの育てかた♭フラツト』の全てを締しめくくる、シリーズ最後のクライマックスシーンが映し出されていた。

「ただ、次回作のために、ゲームのシチュエーションを色々考えて、演じてるだけだからね？」

「…………」

「…………」

　その、決意と笑え顔がおと、そして号ごう泣きゆうのシーンに……

　今度は英梨々と詩羽が、言葉を重ねずじっと見入っていた。

　そのシーンでの、恵の演技に引き込まれたのか……

　それとも、自分たちのことで、本気で号泣している倫也に、何か思うところがあったのか……

「頑張れ、頑張れ、倫也、恵……」

「え、英梨々……？」

　それでも、そんな無言の時間は、今まで通り、やがて過ぎ去り。

「私たちは上に行く……誰もが届かない、高みを目指すわ」

「それでも、それでもさ……あたし、待ってるよ？」

「たとえ一歩ずつでもいい。追いついてきて、加藤さん……倫理君と、一緒に」

「いつか、頂上で会おう？　……そしたら、恵が歌う通り『楽しい』よね？」




「うん、頑張る……絶対にまた、一緒にゲーム作ろうね、英梨々？」

「恵……っ」

「ふふ……っ」

　その瞬しゆん間かんの、三人の目は、いつも以上に輝かがやいていた。

　それが、希望によるものなのか、それとも物理的な何かだったのかは……

　それはもう、三人が勝手に決めてしまえばいいことだった。




　　　　※　※　※




「さ、いよいよ最終回もＢパート……二人の、最後の見せ場だね」

「あ……」

「あ……」

「新幹線での別れのシーン、どんな感じになってるのかな？　もしかしたらわたし、また泣いちゃうかもしれないけど、その時はごめんね？」

「え、えっと……」

「それは、その……」

「あ、わたしの電話のシーン、こんな感じだったんだ」

「…………」

「…………」

「うん、うん……頑張ってね、二人とも」

「……（こそこそ）」

「……（そそくさ）」

「…………………………………………え？」




「あれ？　ちょっと待ってください霞ヶ丘先せん輩ぱい……なに、なんですこれ？」




「わたしを裏切っておきながら、この別れ際ぎわのアレはなんなんですか一体？」




「って、なんでまだ上映会終わってないのにいなくなってるんですか二人とも？　ちょっと、戻もどってきてどういうことなのか説明してください」








冴さえな……くないアトレの過ごしかた（恵めぐみ＆倫とも也や編）






　ＪＲ秋あき葉は原ばら駅の電でん気き街がい口改札を出て、左。

　駅舎を抜ぬけ、通りに出てすぐを、今度は右に曲がって歩道沿いにほんの数歩。

「おう加か藤とう、悪い、待たせた」

「……ていうかこの後ろにある巨きよ大だいなわたしなんなの安あ芸きくん？」

　そこは今日の、二人……倫也と恵の待ち合わせ場所にして、アトレ秋葉原１のショーウィンドウ前。

　ちなみに四月上じよう旬じゆんの日曜日である今日のそのウィンドウには、とある冴えないアニメ作品彼女の育てかた♭の巨大ポスターがとてもとてもとても目立つ大きさで掲けい示じされていた。

「いい質問だ実にいい質問だ加藤！」

　倫也が、いつもながらの暑苦しさ全開のオタクシャウトとともに、ウィンドウのポスターを指差す。

「実は今、秋葉原アトレでは、ＴＶアニメ『冴えない彼女ヒロインの育てかた♭フラツト』とのコラボキャンペーンを実じつ施し中！　という訳で、店内の至るところで加藤や英え梨り々りや詩うた羽は先せん輩ぱい、それに出いず海みちゃんや美み智ち留るが展示されているという、まさに俺たちにとっての最大の見せ場がやってきているんだよ加藤！」

「え～と、その最大の見せ場にわたしを呼び出して何がやりたかったのかな安芸くんは？　さっきから後ろのポスターとじろじろ見比べられてるわたしの気持ちになって考えたことあるのかな？」

　けれど、その暑苦しさを受けての恵は、いつもながらのフラットな受け流しという訳にはいかず、ほんの少しばかり動どう揺ようした面おも持もちで、微び妙みように戸と惑まどいの視線を倫也に向ける。

「いやお前、もうすでに先月からソフ○ップの超ちよう巨大看板で晒さらされてたじゃん。今さらこの秋葉原でステルス性能を効かせようったって無理な相談だぞ。少なくとも春クールの間は」

　それ以外にも、等身大フィギュア化されたりアプリ化されたりと、もはやどこにいれば目立たずにいられるのかという勢いだったけれど……

「ああもう、早く完結しないかな、アニメも原作も」

「お前メインヒロインがそれ言う？　言っちゃう？」

　それでも、当の恵は、その状じよう況きように舞まい上がるでも盛り上がるでもなく、やっぱりいつも通り、いやいつもより半音くらいテンション低めな言葉と反応を返す。

　……にしても、もし完結した暁あかつきには、自分が目の前の男子とどういう関係になっているのかわかってて言っているのだろうか。

　いやそれはまだ誰にもわからないけれど。




「……なぁ、加藤」

「なに安芸くん？」

　二人が、アトレに入ってそろそろ一時間。

「いつまでここで休きゆう憩けいするつもりだ？」

「え～と、安芸くんが『そろそろ帰ろうか』って言い出すまで、かな？」

「まだ全然店内回ってないんですけど……」

　その間、二人はずっと三階のカフェでまったりと過ごしていた。

　一階のフードコートも、二階の催さい事じコーナーも、店内のありとあらゆるところに飾かざってある装そう飾しよくも、何一つ、記念撮さつ影えいどころか訪問すらしていない。

「でも疲つかれちゃったし。この街秋葉原に来ただけで」

　まぁ、それでも館内のありとあらゆる場所を席せつ巻けんするポスターや、館内じゅうに響ひびき渡わたる冴えカノキャストによる店内放送や、流れる作品関連曲まで避さけることもできず、それらを目や耳にするたびに、恵の表情がみるみる死んでいくのは誰だれにも止めようがなかったけれど。

「せっかくのコラボなのに……加藤、お前、何しにアトレに来たんだよ！」

「安芸くんが何も説明せずに、時間と待ち合わせ場所だけ指定して『絶対遅ち刻こくするなよ！』って言っておきながら、自分はさらっと一○分遅刻したからじゃなかったっけ？」

「…………理由も聞かずにさらっとＯＫした加藤さんサイドにも少しは問題がありませんかねぇ」

「まぁ、過ぎたことは仕方ないとしても、とにかく今は、わたしだらけのこの街から一刻も早く離はなれたいんだよね」

「何がそんなに嫌いやなんだよ？　俺の知り合いのクリエイターなんか、皆みんな、自分の名前が出てる看板とか写真に収めてニヤニヤしてるぞ？」

「そういうのは一部のあれな人だけだから。ほら、何しろ安芸くんと仲良くできるくらいだし」

「だとすると加藤も……いや何でもない」

　きっと二人の間には、倫也にはまるっきり気づかない深い溝みぞがあるのだと無理やり自分を納なつ得とくさせつつ、倫也は冷めたコーヒーをぐいっと喉のどに流し込んだ。

「ま、加藤が嫌だってのに、無理やり連れ回しても仕方ないしな。じゃ、とりあえず移動しようか」

「ごめん、助かるよ」

「じゃ、どこ行く？」

「そうだなぁ、もう歩き回るのも面めん倒どうだし、安芸くんの家に戻って休憩しない？」

「俺は構わないけど……せっかく出かけたのに、そんないつものサークル活動みたいな感じでいいのか？」

「いいよ。あそこが一番落ち着くし」

　……そんな、聞き方によればものすごく成熟したカップルっぽい会話をしていることにお互たがいまるっきり気づいた様子もなく、二人はそそくさとカフェの席を立った。




「お待たせ……ほら、加藤も一枚どうぞ」

「なにこれ？」

　カフェでの会計を済ませ、恵の待つエスカレーター前にやってきた倫也は、レシートやお釣つりではなく、カードらしきものが入ったパックを彼女に差し出した。

「だからこれがコラボキャンペーンの特典なんだって。五○○円以上お買い上げのお客様に特典カードをランダムでプレゼント！」

「……え～と」

「実はこのカフェも対象店てん舗ぽだったんだよなぁ……二枚あるけどどっちがいい？」

「いや、だからさ安芸くん」

「でも割わり勘かんだったから、お前も受け取る権利があるんだよ……ほら、一枚」

「……もう、なんだかなぁ」

　恵は、倫也のそのいつも通りのゴリ押しに……ほんの少しはいつも以上の気き遣づかいを感じながらも、呆あきれた表情で応こたえつつ、それでも差し出した二枚のうち、適当に一枚を受け取った。

「よっしゃ、じゃ、さっそく確かく認にんだ！　加藤、そっち何が出た？」

「ちょっと待って、え～と……」

　そして、受け取ったからには、彼の求めに付き合い、パックを破り、中のカードを取り出し……

「英梨々……だね」

「ならこっちは……お、詩羽先輩だ！」

　そして、いつもサークル活動でお馴な染じみの仲間たちの姿を、カードの中に見み出いだした。

「ええと、当たりか外れかって話は色々と物議を醸かもすからやめとくとして、とりあえずダブらなくてよかったな！　な、加藤！」

「…………」

「よし、んじゃ行こうか加藤……加藤？」

　と、倫也が詩羽のカードをポケットにしまい、エスカレーターに乗ろうと恵に振ふり向いても。

　恵の方は、いまだに英梨々のカードを見つめたまま、何な故ぜかその場を動こうとしなかった。

「加藤……？」

「あのさ、安芸くん」

「え、なに？」

「……ちょっと、他ほかのお店寄ってもいい、かな？」

「は……？」




　それから恵と倫也は、さっさと帰るという話もどこへやら、アトレの店内にある専門店を、一時間以上も回りまくった。

　……そして、八店舗目にしてようやくお目当て恵のカードが出た瞬しゆん間かんの、恵の、歓かん喜きと後こう悔かいのないまぜになった、ものすっごく微妙な表情を、倫也はしばらく忘れることができなかった……らしい。








冴さえな……くないアトレの過ごしかた（英え梨り々り＆出いず海み編）






　ＪＲ秋あき葉は原ばら駅の電でん気き街がい口改札を出て、目の前の扉とびらから一階に。

　あるいは総そう武ぶ線せんホーム直結のアトレ１改札口から三階に。

　そんな秋葉原の玄げん関かん口ともいえる、アトレ秋葉原では、現在、ＴＶアニメ『冴えない彼女ヒロインの育てかた♭フラツト』とのコラボキャンペーンを実じつ施し中であり……

「あ、あれ？　澤さわ村むら先せん輩ぱい……？」

「は……波は島しま出海？」

　そして、そのコラボキャンペーンの一番の目玉が、二階の催事コーナーで開催されている、グッズ物ぶつ販ぱんの特設コーナーであるのは間ま違ちがいなく。

　だから、そんな目玉コーナーに群がるお客様たちの中に、澤村・スペンサー・英梨々と波島出海という二人のイラストレーターが偶ぐう然ぜん居合わせることなど、珍めずらしくもなんともない……多分。

「え、ええと、ここで何を……」

　と、怪け訝げんそうに問いかける出海の視線の先にいる英梨々は、両手に缶かんバッジやらシールやらの山ほどのグッズを抱かかえていて。

「あ、あんたこそ……」

　そして、そんな英梨々の視線の先にいる出海は、コーナーに展開されているグッズを何故か丁てい寧ねいに並べ替かえていて。

「って、なに自分のグッズだけ買い占しめてるんですか澤村先輩!?」

「自分のグッズを人のグッズの上に置きまくってるあんたに言われたくないわよっ！」

　さらにいえば、英梨々の手にあるグッズのキャラは全すべて金きん髪ぱつで、出海が並べた場所には全て赤あか髪がみのキャラが顕けん現げんしているとあっては、もはやそこに交こう渉しようの入り込む隙すき間まなどどこにもなく。

「ちょっ、いくらなんでも関係者……っていうか当人が買い占めるってなくないですか澤村先輩？」

「し、仕方ないのよ！　だってここで千円以上お買い物すると、特典として原作者書き下ろしのＳＳが……っ」

「そんなもの全然ありがたくないです！」

「あ、あたしは、ただお買い物をしているだけ。お店に何の迷めい惑わくもかけてない……っ」

　そんな、出海の（原作者にとって）酷ひどすぎる言い分に気け圧おされそうになりながらも、英梨々はぐっと後ろ足を踏ふん張って、ぐっと胸を張る。

「むしろ大迷惑なのは、売れないグッズを並べ立てて明らかな営業妨ぼう害がいをしてるあんたの方じゃないの！　波島出海！」

　そんな、思わぬ反はん撃げきに遭あい、出海の方も両の拳こぶしをぐっと握にぎり込み、ぐっと胸を張る。

　……その瞬間、ボリューム的には勝負は決していたけれど、あいにく今はそういう基準での戦いではないので、女同士の言い争いはまだまだ続く。

「で、でもでもっ、見てください！　ほら、わたしのグッズ、ここに並べたもので残り全部なんですよっ！　つまりこれは、必死で探しても見つからないお客さんのためであって……」

「そもそも入荷数が少ないのよあんたのグッズは！　売れてるからじゃなくて作られてないから少ないだけなのよ！」

「あ～！　あ～！　あああああ～！」

「だいたい、あんたみたいな人気最下位キャラがそんなアピールしたって売れる訳ないじゃない！」

「わたしは出番が少ないから仕方ないんですっ！　出ずっぱりなくせに人気三番手とかの方がヤバいんじゃないんですか？　これは認知度の低さじゃなくて純じゆん粋すいな人気の低さですよ！」

「館内放送にも出させてもらえないくせに！」

「他の二人がオチを担当する陰かげで一人寂さびしくツッコミ要員やってるくらいなら出ない方がマシですっ！」

「第一期じゃキャラソンさえ出させてもらえなかったくせに！」

「第二期ではありまぁぁぁす！」

「雑魚ざこがぁぁぁぁぁ～！」

「そっちこそぉぉぉ～！」

　え～と、まぁ、微び妙みようにネタバレ的なことをさらっと言ったような気がするが、それは大したことではなく。

　何しろ、アニメが結構先まで進まないと発覚しない、二人の敵対関係をここまで描びよう写しやしてることからして、重大なネタバレなのだから……

　注）店内での買い占め行こう為い、商品の勝手な移動、口論、暴力行為等は禁止されています。




　そして数分後。

「ま、まぁ、あまり騒さわぐと他のお客様の迷惑だしね」

「そ、そうですね……ここは一時休戦ということで」

　やっとそれに気づいたのかというのはさておき、英梨々と出海は、顔に笑え顔がおではなく、引っかき傷やら痣あざやらを浮うかべつつ、それでもしっかりと手を取り合った。

「大事なことを忘れてたわ……そもそも、あたしたちは、キャラ人気で争っているんじゃないってことを」

「その通りです……わたしたちが譲ゆずれないのは、イラストレーターとして、どちらが上かということだけ」

　結局、『戦わず、競きそわず、争わず』なんて選せん択たく肢しは、二人の中に生まれることはなかったけれど。

　それでも、その戦いの理由を、自分たちの成長や未来に見出すという方向では、一いつ致ちすることができたから。

「負けないわよ？　波島出海……」

「わたしも、絶対に負けません！」

「……ふふ」

「あははっ」

　そして……

　そんな、前を向く二人に、ようやく心からの笑顔が戻もどって。




　……からの、さらに数分後。

「ああっ！　澤村先輩！」

「なっ……波島出海!?」

　二階の催さい事じコーナーからほど離はなれた、とある場所。

　今回のコラボキャンペーンのもう一つの目玉である描かき下ろしポスターの前。

「なに人のポスターに落書きしてるんですか～！」

　と、怒ど声せいを浴びせる出海の視線の先にいる英梨々は、右手にマジックを持ち、ちょうど出海のイラストの顔の部分に髭ひげを描き加えているところで。

「って言ってるあんただってその手に持ったマジックは何のつもりよ！」

　そして、そんな英梨々の視線の先にいる出海は、既すでにマジックのキャップを抜ぬいて臨戦態勢で。

「こ、これは……だって、わたし、言ったじゃないですか。イラストで勝負だって……」

「そ、そう、その通りよ……あたしたちは、絵を描くことでしか自分を表現できない」

「…………」

「…………」

「……と、いう訳で～！」

「正々堂々と、勝負よ！」

　そして再び、戦いの幕が切って落とされる。

「あああっ！　顔に落書きするならともかく、わたしのイラストのお腹なかに肉を盛らないでください～！」

「あんたこそ、文字で『貧乳』って入れるのやめなさいよ！　そんな悪口じゃなくて絵で勝負しなさいよ絵で！」

「あああああっ！　わたしのイラストじゃなくてわたしの顔に直接落書きするのやめてください～！」

「ちょっと動かないでよ上手うまく描けないでしょ！」

　注）繰くり返しになりますが、店内での落書き、口論、暴力行為等は禁止されています。守れない場合は退店いただく場合もありますのでご了りよう承しようください。








冴さえな……くないアトレの過ごしかた（詩うた羽は＆美み智ち留る編）






　ＪＲ秋あき葉は原ばら駅の電でん気き街がい口改札を出て、すぐ目の前の扉をくぐると、そこは駅直結の専門店街、アトレ秋葉原１。

「にしてもセンパイ、いっぱい買い込んだね～、本」

「まぁ、最近締しめ切り続きで、全然インプットできていなかったしね」

　その、一階のフードコートにあるカレー店で顔をつき合わせつつスプーンを口に運んでいるのは、霞かすみヶが丘おか詩羽と氷ひよう堂どう美智留。

　普ふ段だんなら、ほぼありえないこのレアな組み合わせの二人は、やはり今も会話を楽しむふうでもなく、ついさっきまで詩羽は読書に、美智留は食事にかまけていた。

　それというのも、別にこの二人、いちいち約束して一いつ緒しよにこの場所にやって来た訳でもなく……

「それにしても、あなたがこんなところに来たがるなんて意外ね、氷堂さん」

「え～、そうかな～？」

「ええ、だってあなた、非オタだったじゃない。なのに、わざわざ私に案内を頼たのんでまで、こんなアニメのコラボキャンペーンを見に来るなんて。しかも秋葉原に」

　そう、美智留が詩羽に『あのさセンパイ、アトレ秋葉原ってやつどこにあんの？』と尋たずねてきたのはほんの一時間前。

　古本屋を回っていた詩羽と、楽器屋を回っていた美智留が、御お茶ちやノの水みずの駅前で偶ぐう然ぜん鉢はち合あわせをした時だった。

「いや、さすがに一度は見ておきたいじゃん？　だってあたしのポスターもこんなにたくさん貼はってあるしさ～」

　そう、現在アトレ秋葉原では、ＴＶアニメ『冴えない彼女ヒロインの育てかた♭フラツト』とのコラボキャンペーンが開かい催さいされており、『blessing software』のメンバーが描えがかれたポスターやグッズなどが、店内のあちこちに展示されたり販はん売ばいされたりしている訳で。

「ほら、あたしこの前のロー〇ンのコラボも見に行ったんだよ？　クリアファイルレジに持ってって、『ほら、これあたしだよ～』ってさ！」

「あなたって人は……まぁ、確かに、もともとステージで歌うような人だものね」

　と、それはともかく、まぁ色々と二次元と三次元の境界が曖あい昧まいになっている気がしないでもないけれど、これも冴えカノとアトレという二次元と三次元の融ゆう合ごうによるものと理解していただければ幸いです……

「センパイは、自分が目立つのには興味ないんだ……」

「ええ、全然、全く、これっぽっちも」

「それでよく作家なんてやってるね～」

「そうかしら？」

「だってさぁ、自分の痛々しい妄もう想そうを人に売りつける商売でしょ？　それこそ自己顕けん示じ欲よくの塊かたまりじゃん？」

　美智留の、悪気はないが正直すぎるその指し摘てきに、けれど詩羽はそれほど気分を害した様子もなく、ほんの少し苦く笑しようを浮かべつつ、その正論を受け流す。

「確かに自分の〝物語〟は、多くの人に見て欲しいけれど……それでもやっぱり、自分自身を見てもらうことに興味はないわ」

「一人を除いて？」

「……そこが、あなたのような表おもて舞ぶ台たいに立つ〝キャスト〟と、私のような、舞台裏でほくそ笑む〝スタッフ〟の違ちがいかもしれないわね」

　そしてさらに、美智留にしては結構クリティカルなツッコミに対しても、大人の対応力で受け流してみせた。

「クールだね～、霞ヶ丘センパイは～」

「そうでもないわよ？」

　カレーの最後の一口を、コップの水で軽く流し込み、口の中で氷を転がしながら、詩羽は店内に貼られたポスターを見つめる。

「だってもし、今回のコラボの対象が、私たち自身じゃなくて、私の〝作品〟だったとしたら……」

「『恋こいするメトロノーム』とか『純情ヘクトパスカル』とか？」

　その瞳ひとみには、誇ほこりや嬉うれしさや恥はずかしさのような感情は見られなかったけれど。

「ええ……その時は、もしかしたら、今のあなたみたいに、嬉き々きとして通っていたかもしれないわね？　この、少しばかり、気恥ずかしい空間に」

　けれど、ほんの少しの羨せん望ぼうや嫉しつ妬とと、そして野望の炎ほのおを垣かい間ま見みることができた。

　ええ、実際、嬉々として通ってると思いますよ。誰だれとは言いませんが……




「さて、それじゃ出ましょうか氷堂さん。これ、私の分ね」

「あ、いいよセンパイ。ここのお代は今日の案内代ってことで！」

　食事も終わり、詩羽が伝票の上に千円札を置こうとすると、美智留はさっさと伝票だけをもって立ち上がった。

「そういう訳にも……って、ま、たまにはいいかしら。それじゃ、ごちそうさま」

「へっへ～、そうこなくっちゃ！」

　年上で、しかも年収〇〇〇〇万の詩羽としては……けれども、その素す直なおな好意を好ましく思わない理由など一かけらもなく、素直に自分のお金を財さい布ふに戻す。

「あ、その代わり、特典カードはもらうよ？　いいよね？」

「それは構わないけれど……まさか、集めてるのあなた？」

　特典カードというのは、今回のコラボキャンペーンの目玉施し策さくの一つで、様々な対象店てん舗ぽで五〇〇円以上お買い上げのお客様に配布される、キャラクターがデザインされた限定カードのことで。

　数種類のカードがランダムで配られるため、コンプリートはなかなかに至難の業わざだと評判の、けれど紛まぎれもなくオタクアイテムで。

　だから、本来なら美智留が興味を抱いだくようなものでは決して……

「あ～、あたしはそれほどでもないんだけどさぁ……でも、トモの奴やつが～」

「倫りん理り君が？」

「そうそう、この前来た時に、あと一種類ってところまで来たんだけど、そこから先が全然出ないらしくってさぁ」

「なるほど……」

　そう、本来なら、どう考えても興味を抱くのは、重度なオタクである倫とも也やの方で。

　だから、その美智留のモチベーションは、自分自身のためというのに比べれば、とてもとても納なつ得とくのいくもので。

「それがさぁ、最後の一枚ってのが、どうやらあたしのカードらしいんだよね～」

「へ、へぇ……」

　そう、倫也のためということであれば、とても納得が……

「となれば、ほら？　このあたしが一ひと肌はだ脱ぬいでやるしかないじゃん？」

「……ちなみに、私のカードは？」

「あ～、それなら、もう五枚もダブったからってあたしももらったよ、ほら」

「…………へ、へ、へぇぇぇぇ～」

　と、美智留が差し出した、自分が描かれたカードを、詩羽は思わず握にぎり潰つぶしそうになったけれど……

　でも、それはそれで自分的にとても惨みじめだということに気づき、なんとか自重した。

「や～、やっぱりさぁ、ここまでトモに一いつ生しよう懸けん命めい求められちゃったら、応こたえない訳にはいかないよね～？」

「…………」

「てなわけで、出てよあたしのカード……トモに、あたしを、あげるためにさ～」

「…………っ」

『あたし「のカード」をあげる、でしょ！』と突つっ込むことも、詩羽は忘れていた。

　いつの間にか、二人の座るテーブルは激しく揺ゆれ、そして、その原因である詩羽の貧びん乏ぼう揺すりも止とどまるところを知らず。

「……氷堂さん」

「なに？」

「やっぱり食事代、私が払はらうわ、ほら、お釣つりも結構よ？」

「……センパイ？」

　と、詩羽の震ふるえる手から差し出されたお札に、美智留が怪け訝げんな表情を見せたのも無理からぬことで。

　何しろそれは、先ほど財布に戻もどした千円札ではなく、いつの間にか一万円札にすり替かわっていたのだから。

「だから、カードも二枚とも頂くわ……もちろん、氷堂さんのカードが出ても、あなたに渡わたすようなことはしない」

「あ、ずり～っ！」

「ずるくて結構！　卑ひ怯きよう上等！　買い占しめてあげる……全すべてのお店から、あなたのカードをなくしてあげるわ氷堂さん！」

「なに無茶言ってんのさ!?」

「無茶なものですか！　ベストセラー作家の財力を舐なめないで頂ちよう戴だい……っ」

「ちょっとぉ！　大人げないよセンパイ～！」

　と、まぁ、そんなこんなで……

　美智留の、相変わらず悪気はないが、あまりに詩羽の逆げき鱗りんに触ふれる挑ちよう発はつの数々に……

　詩羽は、〝別の意味での〟大人の対応力を見せつけた。








冴さえないファンタジア大感謝祭二〇一七






「う、海だな、恵めぐみ……」

「うん、海だね、倫とも也やくん」

　今はもう秋、誰もいない海……ではなく、今はまだ夏の、人はまばらだけどちゃんと泳いでいる人もいる、とあるリゾート地のビーチ。

　ファンタジア大感謝祭の開催される一○月に『楽園パラダイスにちなんでヒロインの水着イラストとＳＳを』という発注をしたファンタジア文庫の編集部の思考回路はどうかと思うけど、とにかく今、俺と恵は、砂すな浜はまに並んで座り、海を眺ながめている。

「そ、その水着、似合ってるぞ」

「あ～、うん、ありがと」

　まぁ、そんな訳で、隣となりに座っている恵の水着姿は……いや、正直色んな部位のヒラヒラやらなんやらの名前はオタクにはわからないので、ビジュアル情報は文章に頼たよらず絵を見て判断していただければと思います。

「あ、あのさ、恵」

「ん～、なに？」

「手……繫つないでもいいかな？」

　というか、今の俺には、そんな布の描びよう写しやをしているような余よ裕ゆうはない訳で……

　というか、今の俺には、そんな量の少ない布のことを考えている暇ひまがあったら、その少ない布に申し訳程度に包まれている女の子の方に全力を注ぎたいなどと不ふ遜そんなことを思っちゃったり……

「…………」

「な、なんだよ……？」

　と、けれど、そんな俺の、青少年全開の申し出を……

「えっと、今までの倫也くんって、わたしがどんな格好してても『メインヒロイン的にどうこう』って、わたしを二次元化して萌もえてたのに、今日はもしかして、三次元のわたしに萌えてたりする？　それって作品コンセプト的にただのラブコメに成り下がっちゃってないかな？　『冴えカノ』ってそういうのでいいの？」

「……なななななななななななななななななななななななななななな何を言うか!?」

　恵はこう、なんていうか、メインヒロインならぬ、サブディレクター的な観点で、思いっきりダメ出ししてきやがった。




「い、いいいいいいか恵っ！　この『冴えない彼女ヒロインの育てかた』はだなぁ、この一○月についに完結を迎むかえ、恵と俺はめでたく付き合うことになったんだよ！」

「……ネタバレいいの？」

「それは置いといてっ！　だからほら、俺と恵が普ふ通つうにイチャイチャするだけの後日談的な話もアリアリなんだよ！」

　そう、例えば二人で岩いわ陰かげに行ったりとか洞どう窟くつに行ったりとか……まぁそれはラノベ的にはアウトだけど。

「え～、てことは今ここにいるわたしは大学生で、倫也くんは浪ろう人にん生せいって設定？　だとしたら二人で海になんか来てないで倫也くんは予備校で勉強してるべきじゃないかなぁ？」

「設定っていうな！　あとネタバレすんな！」

「そういうのダブスタって言わないかな？」

　……すいませんこんなイレギュラーなＳＳ読むくらい『冴えカノ』に興味持ってくれてるなら先に一三巻読んでください。

「それにしてもさぁ、わたしが、そういう浪人のくせにアレなことばかり考えてる男の子と何の疑問も持たずに海でイチャイチャしてたら、それこそメインヒロインの格が落ちると思うんだけどどうかな？」

「何その意識高い系メインヒロイン！　お前は藤ふじ○詩し○か！　全パラメーターに高レベルを求めるラスボスヒロインかよ！」

「だから、わたしだけじゃなくて、読者さんも最近は結構若いんだしさぁ」

「まぁ最近の恵はラスボスって言っても正しいかもしれないけどさ」

「………………………………………………………………倫也くん？」

「ほらそういうとこがラスボスっぽいって言ってんの！」

　俺がこの世で一番怖こわいもの……それは瞳どう孔こうの開いた恵の目。




「はぁ……なんか結局、そういう雰ふん囲い気きにならないね？　わたしたち」

「お前がはぐらかしてんだろうが……」

　結局、これだけの時間と言葉を交かわしても、俺たちはやっぱり、手を繫ぐこともできず、ただ砂浜に二人佇たたずむだけだった。

「本当、付き合うようになっても全然フラットなところ変わんないな、恵……」

「そりゃ、世間様に見せてる部分ではある程度ね～」

「なんだそりゃ？」

　で、そうやって無む駄だな時間を過ごしているうちに、眩まぶしかった陽ひ射ざしはいつの間にか夕陽に変わり、海を赤く彩いろどる。

「はぁ……もういい、帰るぞ」

「…………」

　で、結局、時間切れで、イチャイチャどころか泳ぐこともできず、けれど妙みように疲つかれた体を起こす。

　と、恵も、そんな俺に釣られて立ち上がり……

「ね、倫也くん」

「なんだよ？」

「あっちに洞窟があるみたいなんだけど、行ってみない？」

「な……っ!?」

　そして、いきなり俺の目を正面から見み据すえて、俺の手をぎゅっと握りつつ、ラノベにあるまじき爆ばく弾だんを落としてきた。




　……と、残念、ここで指定文字数に達しました。

　文句は仕様を提示したファンタジア文庫編集部にお願いします。








冴さえないドラマガ一八年七月号






「なぁ、恵めぐみ……」

「…………」

「いや、だからさ……」

「すぅ……すぅ……」

「……（つんつん）」

「……はいはい、お好きにどうぞ～」

「あぁぁぁぁ～！　寝ねぼけてんじゃね～起きろ恵ぃぃぃ～！」

「ふぁ……？」

　俺の、とうとう痺しびれを切らしたような、怒いかりや焦あせりやビビりや困こん惑わくがないまぜになった少し甲かん高だかい声に、恵は寝ぼけたような……いや実際寝ぼけてとぼけた声を返した。

「そんな格好で寝るなよ……風か邪ぜひく上に俺の目の毒だろ」

「あ～、そうだね、今日は疲れたねぇ」

「微び妙みように寝ぼけたままだなおい」

　このＳＳが、クリアファイルのイラストとセットになっている以上、今、恵が水着姿のままで寝そべっているというのは、読者諸兄にも理解していただけるだろう。

　けどこれだけは絵からでは推測できないだろうから補足しておくけど……こいつがいるの、俺のベッドの上だからね!?




　ちなみにこのシチュエーションを指定したのは某ぼう編集長なので、この唐とう突とつ感の責任はそちらに預けるとして……

　それでも、とりあえず無理やり整合性を合わせると、俺たちは今日、二人で池いけ袋ぶくろに買い物に行って、一いつ緒しよに水着を選んできて、それを俺の部屋で着てみせてくれるという約束をした。

　んで、そんなこんなで昼の疲れが出たのか、恵がいつの間にか、水着のまま俺のベッドを占せん拠きよしてしまったという訳で……




「だいたいさっきの『お好きにどうぞ～』ってなんなのそれ？　この状じよう況きようでそれってまずくない？　俺がリア充じゆうだったら今いま頃ごろ『なんだよ？　誘さそってるのか？』とか痛キモい台詞せりふ吐はいちゃっててもおかしくなくない？」

「……吐かないの？」

「…………ちょっと待って？　当たっちゃってんの俺の推測？」

「う～ん、どうだろう？」

「質問に質問で返すなよ！　迷っちゃうでしょすっごい惑まどっちゃうでしょ俺！」

　一部の、『冴えない彼女ヒロインの育てかたMemorial』まで付き合っていない読者諸兄には、今の俺たちの状況が色々とアウトなのではないかなどとご心配をおかけすることもあるだろう。

　けど、Memorialを読んでいただけた諸兄においては、今の時系列がMemorialの書き下ろし小説後だと言えば色々とお察ししていただけるかと思うので結論として皆みんなMemorial読んでください。

　にしても、あのイラストとラスト一行は色々と物議を醸かもしたよなぁ……エロゲーライターなら当たり前の作法なんだけど。

「本当に、完全な免めん罪ざい符ふがないと何もできないんだね、倫とも也やくんってば」

「いやそれは俺に限ったことじゃなくてオタク全ぜん般ぱんの……」

「いくらオタクでもそこまでチキンな人はごく稀まれだと思うけどなぁ」

　まだ寝ぼけてるのか、それともからかい上手の加か藤とうさんなのか……

　恵は、ビキニだけをまとった自分の姿を見るに見かねている俺を、上うわ目め遣づかいの、すっごい蠱こ惑わく的な瞳ひとみで見つめてくる。

「だから、仕方ないから、こっちでバランス取らないとね……」

「だからそういう意味深なことさらっと言うなよ……心臓もたんわ」

　でもって、その唇くちびるから漏もれ出る吐と息いき混じりの喋しやべり方も、その瞳や表情を裏付けるように、めちゃくちゃ色っぽくて、たまらなくて。

「ほんっと、変わらないよね～、倫也くんは……普ふ段だんはイキリで、いざとなるとビビリでさ」

「恵も変わらないよな……普段はマイペースで、いざとなってもマイペースで」

「ま、所しよ詮せん相手は倫也くんだしね」

「酷ひどいよそれ……」

「倫也くん、だけだしね、ずっと」

「ぁ……」

　そして、吐息と一緒に零こぼれ出る言葉は……

　やっぱり俺にはたまらなくて、いじらしくて、いとおしくて。




「恵……」

「うん、いいよ、倫也くん……」

　恵が、また、目を閉じる。

　きっと今度は、疲れからではなく、決意から。

　春に出で逢あって、春に誓ちかい合って、そして春に結ばれた、俺たちの。

　俺たちだけの絆きずなを、また、深めるために。




「…………」

「……（ごくっ）」

「すぅ……すぅ……」

「って、お前ガチで俺のこと舐なめすぎでしょ!?」

　でもゴメンね？　これは一いつ般ぱん誌しであるドラマガの付録なんだよ……編集長の意向で、ここまでなんだ。








緊きん急きゆう討論！　冴さえない彼女ヒロインの育てかた劇場版はどうなる!?






　某日、ＫＡＤＯＫＡＷＡ第三ビル……じゃなくて不ふ死し川かわ書店ビルの第二会議室。

「という訳で、本日はお馴な染じみのゲストの方々にお集まりいただきました！　皆みなさんよろしくお願いします！」

　いつものように、無駄なまでに勢い込んでまくし立てる学ラン姿の眼鏡男子……すなわち安あ芸き倫とも也やの視線の方向には、これまたいつものようにやる気なさげに佇む三人の女子たちが鎮ちん座ざしていた。

「……なにこのクソ企き画かく？　いかにもドラマガ書き下ろしらしい、キャラクター性を無視して安易に稼かせぎにきた誰だれかさんのオ○ニー臭しゆうがぷんぷんするわね」

「誰もがわかっていても敢あえて口にしないことには口に出せない理由があることにいい加減気づこうね英え梨り々り!?」

　一人は、負け犬（暫ざん定てい）金きん髪ぱつツインテール、澤さわ村むら・スペンサー・英梨々。

「そちらがそう来るならこちらにも覚かく悟ごがあるわ……今回の討論、時事ネタとやり逃にげネタで埋うめ尽つくして、外伝への再利用を不可能にすることで誰かさんのアテを外してあげましょう」

「俺が英梨々に言った三秒前の台詞聞いてたよね詩うた羽は先せん輩ぱい!?」

　一人は、身も後ろ髪がみも引きまくり黒髪ロング、霞かすみヶが丘おか詩羽。

「そうは言うけどさあ倫也、『劇場版はどうなる』なんてこっちに聞かれたところで、劇場版の脚きやく本ほん家がこの討論会の脚本も書いてる時点で八や百お長ちよう感かん半はん端ぱなくない？」

「その楽屋オチこんな序じよ盤ばんで持ってくるべきじゃないでしょ最後のオチまで引っ張るべきでしょ英梨々!?」

「それに倫りん理り君、重要な情報はどうせ10月21日にベルサール秋あき葉は原ばらで実じつ施しされる『ファンタジア大感謝祭２０１８のステージイベントで発表されるに決まっているもの、ここで未公開の情報を話せるはずなんかないでしょう？」

「それとね詩羽先輩、同じツッコミ何度もさせないでって何度ツッコめばいいのかな俺!?」

「まぁ、大感謝祭のステージイベントって、毎年毎年『新情報あるかも!?』なんて思わせぶりに煽あおっておいて、フィギュアとかラジオとか、そういう本筋と関係ない情報でお茶を濁にごしたり、あるいは新情報と言っても深み崎さき暮くれ人ひと先生の描かき上がったばかりの表紙公開とかで微妙に誤ご魔ま化かしたりしてるからイマイチ信用できないのよね」

「誤魔化してないよ深崎先生のイラスト公開にどんだけの価値があるかイラストレーターのお前なら知らない訳じゃないでしょ!?」

「まぁ今回のステージも、劇場版のタイトルくらい発表してくれたら御おんの字じというところかしらね。応おう募ぼしてくれた人には申し訳ないけれど、いちいち並んでまで見るほどの価値は……」

「そんなことないから！　ニコニコでは公開されない影かげナレとか見どころ一いつ杯ぱいだからみんな是ぜ非ひ来てね！」

　そういえば今年も影ナレのオファー、あるのかなぁ……

　あるなら早めに言いに来て欲しいなぁ……この書き下ろしのオファーよりも。

「……………………え～と、そろそろわたしも少しくらい何か言ってもいいかな？」

「「「…………あ～」」」

　……と、もう一人は、近年のヒロイン力の著いちじるしい向上が災わざわいしたのか、ネタ的には微妙に使いづらいため未いまだに影が薄うすい役割を担になわされているショートボブ、加か藤とう恵めぐみ。以上四名でお送りいたします。




　　　　※　※　※




「という訳で、短い短編なのに既すでに二割くらい進んじゃってからやっと登場したわたしから、初めての意見を言わせてもらうんだけど……」

「だからっていちいち黒いコメントで自分の台詞を引き伸のばそうとしないで要点だけ言おうな加藤？」

「結局のところ、劇場版の制作ってどのくらい進んでるのかな？」

「結局のところ、それに尽きるわよね」

「結局のところ、完成していたら、今さら私たちがどうこう言っても始まらない……というか終わっているものね。倫理君、そこの辺り何か聞いてない？」

「……え～と、ある程度聞いてはいるんですが、それを言ってしまうと、誰のパートが進んでいて誰のパートが進んでいないのかバレてしまうので他言無用とアニプレックスよりきつく言いつかっていますので」

「……倫也、それ、本来はそのコメントすらＮＧなんじゃないの？」




　　　　※　※　※




　某ぼう日じつ、ＫＡＤＯＫＡＷＡ第三ビル……じゃなくて不死川書店ビルの第二会議室（前の行までの記述はなかったことということでひとつ……）。

「という訳でっ、本日の緊急討論は、脚本どころかプロットも上がっていないという前提の元で、皆さんに『ぼくのかんがえたさいきょうのげきじょうばん』を語っていただきますっ！　よろしくお願いします！」

　いつものように、無む駄だなまでに勢い込んでまくし立てる学ラン姿の眼鏡男子の視線の方向には、ギラついた熱意に満ちた目を向ける女子と、呆あきれたようなため息をつく女子と、興味なさそうにスマホを弄いじっている女子たち三人が鎮座していた。

「はいはいっ！　それじゃ、まずはあたしから！」

　と、その中からギラついた負……英梨々が早さつ速そく手を挙げる。

「やっぱりさぁ、ＴＶアニメ第二期終しゆう盤ばんの、あたしの挫ざ折せつと復活からの満を持じしての劇場版なんだし、ここは当然、あたしのリベンジストーリーに決まってると思うのよね？」

「……挫折して復活したのって、俺たち『blessing software』も同じだと思うんだけど」

「……しかもこっちが挫折した理由って、英梨々と霞ヶ丘先輩のせいだと思うんだけど」

「まぁいいから！　そっちの挫折も含ふくめてあたしが一人で全部リベンジしてみんなをハッピーにしちゃえば問題ないでしょう？　神ゲーを作って、紅こう坂さか朱あか音ねを倒たおして、商業で大成功して……」

「それやっぱお前しか幸せになってない気がするんだけど……」

「そこからよそこからっ！　あたしが全すべてを手に入れ、業界の頂点を極きわめてから五年後……街中で偶ぐう然ぜん倫也と再会してからが本当の物語なのよっ！」

『また五年後ｃ○ｄａかよ……』とか『それどこのエロゲーホ○ルバ２？』とか、微び妙みようにツッコみ辛づらい超ちよう展開を披ひ露ろうしつつも、英梨々の口調はますます熱を帯びる。

「サークルはとっくに解散し、恵にも見捨てられ、その後も何をやってもうまく行かず、人生の辛しん酸さんを舐めていた倫也……けれど、あたしとの再会で運命の歯車は再び回り出す」

「ごめんそれやっぱりお前以外幸せになってないじゃん……」

「しかも完全にマッチポンプ……」

「ていうかわたしさらっとフェードアウトさせられてるんだけど」

「かつての幼なじみにして運命の二人……そんなオタクたちの、一五年ぶりの更さらなるリベンジが今っ！」

「よくもまぁ、そんな絶対に採用されるはずのない身勝手でマイノリティで誰も喜ばない案を嬉き々きとして出してくるわねあなた。本当、ドラマガ書き下ろし的には最高に使い勝手がいいというかなんというか……」

「マイノリティなんかじゃないもんっ！　ネットで『冴えカノ 劇場版』で検けん索さくすると、あたしのハッピーエンドを予想してる人たちが大量に出てくるんだもんっ！」

「そんなまとめサイトの恣し意い的な見出しを鵜う吞のみにする人たちの言うことを真に受けるとか、チョロインにも程ほどがあるでしょあなた」

　いや本当、『劇場版と原作の展開が同じにならない』という発言だけでそこまで結びつけて妄もう想そうしてくれる英梨々ファンの方々の想像の翼つばさの大きさにはいつも新しん鮮せんな驚おどろきをいただいております。劇場版でもなるべく見せ場を作るよう努力いたしますのでこれからもよろしくお願いします。




　　　　※　※　※




「いいこと澤村さん？　『ぼくのかんがえたさいきょうのげきじょうばん』というのはね、自分に都合のいい展開ということではないの。私たちが考えなくてはいけないのは、視し聴ちよう者がもっとも喜ぶ展開なのよ？」

「う、詩羽先輩……いつの間にそんな商業作家みたいなことを……」

「え～と、霞ヶ丘先輩って安芸くんと知り合う前から商業作家だったと思うけど」

　とはいえ商業作家の中にも、自分に都合のいい展開ばかりを書き続けているにもかかわらず売れている厄やつ介かいな天才もいるから注意が必要だ。

「まぁどうせそんなこと言いながら、結局いつもみたいに『人気ナンバー１の私が倫理君とイチャイチャイチャイチャ～』なんて妄想とヨダレを垂れ流してるだけでしょこの黒スト淫いん○売○は」

「え～と、英梨々？　隠かくす気ないよねその伏ふせ字じ」

「まぁ、澤村さんの提示した方向性でもユーザーの満足する物語は作れるけれど、ここはあえて、サークル活動に焦しよう点てんを当てた青春グラフィティを真正面から描えがいてみるのも面おも白しろいと思わない？」

「え？」

「う、詩羽先輩……？」

「例えば、そうね……私と澤村さんが去った後も、残ったメンバーと新しく加わったメンバーで新作ゲーム制作に勤いそしむ『blessing software』……けれどやはり、二人が去ったダメージは大きく制作は難航。そのストレスから、メンバーの関係も徐じよ々じよにぎくしゃくしていく……」

「やっぱり俺幸せになれないんですか……」

「え～と、結局わたし、また安芸くんと揉もめるんですか……」

「で、どうせあんたが皆みんなのピンチにしゃしゃり出てサークルを救った上で、『救世主の私が倫理君とイチャイチャイチャイチャ～』なんて（略）なんでしょこの（略）！」

「だからね澤村さん？　私はね？　毎回そうやって『我こそがヒロイン』という醜みにくい態度丸出しでいがみ合い、そのせいで結局ヒロインレースから後退していくドラマガ書き下ろし的に美味おいしい役割を演じるのはもうやめたの」

「詩羽先せん輩ぱいドラマガ書き下ろしに何か恨うらみでもあるんですか？」

「そう、活かつ躍やくするのはあくまでサークルメンバーの人たち。倫理君、加藤さん、そして氷ひよう堂どうさんに波は島しま兄妹きようだい。共に笑い、共に泣き、そして最後の、最高の冬のお祭りを迎むかえる……そんな王道で、感傷的で、まるで実写化しそうな物語……」

「すいません詩羽先輩、最後のコメントだけは諸しよ般はんの事情から削けずらせてください」

「霞ヶ丘詩羽、あんた……」

「私は少しだけ、いぶし銀の活躍ができればいい……メンバーの、倫理君の背中を押して、彼らが前に、私たちの後に続けるよう、優やさしく見守れればいい……ね？　私たちはそれでいいじゃないの澤村さん？」

「…………」

「…………」

「……あんたなに成じよう仏ぶつしてんのよ？　『恋こいするメトロノーム』の最終話がそんなに気に入った？」

「あぁ～、あのコミカライズは神だったわねぇ。本編とはまったく展開の違ちがうオリジナルだし、物語としてもしっかり決着がついているし、それに何より、ヒロインが最高……っ」

「っ……だらああああぁぁぁぁぁ～！！！」

「え、英梨々？」

「嫌いやね澤村さん。自分のコミ（略）が（略）だったからって、私に当たっても仕様のないことよ。恨むなら（略）」

「あのすいません詩羽先輩。その大人気ない煽あおり方がもう既にドラマガ書き下ろし的にとても美味しい役割のような気がするんですけど……」

　いや本当、『恋メトは本編より面白い』と声高々に唱え続けてくれる詩羽ファンの方々の感情移入度の高さにはいつも深い畏い怖ふを抱いだかせていただいています。ただ本編あってのスピンオフなので、是ぜ非ひとも劇場に足をお運び頂けるようよろしくお願いします。




　　　　※　※　※




「え、え～と、ちょっといいかな？」

「駄目」

「『明日もいつも通りでいいかな？』ってアラームの時刻を確かく認にんすること以外のコメントは認めないわね」

「え～」

　という訳で、満を持しての最後の砦とりでというか、消去法的なオンリーワンこと加藤恵の控ひかえめに挙げた手は、既に没ぼつを食らっている二つの反対勢力に、いつも通りすげなく却きやつ下かされた。

　しかし……

「あ、あの、でもですね？　今回のドラマガの表紙を見てくれればわかると思うんですけど、一応、表紙飾かざってるんですよね、わたし」

「……加藤？」

　いつもなら、その『え～』の一言の後はあっさり引き下がりスマホを弄り始めるはずのなんちゃってメインヒロインは、今回ばかりは引き際ぎわをわきまえ過ぎてはいなかった。

　あ、ちなみに表紙イラスト担当の深崎先生のコメントによると、今回の浴衣ゆかたは中の人安野希世乃さんが誕生日イベントで着ていたものだということなのでファンは是非ともチェックしてみて欲しい。

「そ、それにですね、そもそも今回のドラマガの発売九月日のすぐ三日後二三日に、わたしの誕生日もあることだし、少しくらいフィーチャーしてくれても……」

「か、加藤……？」

　いや、わきまえ過ぎずどころか、思った以上にドラマガの書き下ろしらしく（しつこい）、半歩から一歩近く前に踏ふみ込んできた。

　だが……

「……何言ってるのよ恵。九月二三日といって世間が頭に思い浮うかべるキャラといえば、リ○ロのエ○リアじゃない！」

「他作品の、しかも二番手ヒロインに後れを取るなんて、メインヒロイン冴えない彼女も地に堕おちたものね」

「そうやって微妙に他作品リゼ○にまで喧けん嘩か売るスタイルやめてよ!?」

　やっぱりそれでも、負け犬二人も全然負けてはいなかった。

　いや難なん癖くせ付けてる時点で負けてるような気もするけど。

　なお本ネタに関しては、ちゃんと先方リゼ○の原作者様長○さんに許可を頂いているのでご安心いただきたく。

「え、えっと、えっと……そもそも最近のグッズの売れ行き動向を見ても……」

「何言ってるのよ恵！　いくらなんでもあたしと霞ヶ丘詩羽の売り上げを足したらあんた一人には負けたりしないわよ！」

「そうよ加藤さん、数字でマウントを取るなら波島さんでも相手にすることね」

「ああっ、ああっ、あぁぁぁぁ～！　やめてやめてやめてもうやめてぇぇぇぇぇ～！」

　あ、赤あか○さんご結けつ婚こんおめでとうございます。

「あ、あ、あの、でも、劇場版っていってもですね、結局『冴さえない彼女ヒロインの育てかた』なんだし、今まで通り、冴えない彼女がメインヒロインを目指していく物語を続けていくことが、これまでついてきてくれた視聴者の皆みなさんが一番求めていることなんじゃ……」

「恵……あんた最近、結構強ごう情じようよね」

「そうよ、ガールズサイド３くらいから特に」

「すいません本当すいません時系列ややこしくして申し訳ないけど、このＳＳの時点でそこまで進んでる想定じゃないので！」

　本当、最近もうキャラクターの時系列合わせるのしんどくて……

「言っておくけどね恵？　この作品がファンタジア文庫から発売された当初、あんたがメインヒロインになることなんかを期待してる読者なんて全然、まったく、これっぽっちもいなかったわよ？」

「一巻の表紙が澤村さん、二巻の表紙が私だった時点で、その後二年以上もヒロイン二強時代が続いていたことをよもや忘れたとは言わせないわよ？　まぁ三巻の表紙ヒロインは最後まで浮ふ上じようすることはなかったけれど」

「だからだからだからっ、だからぁぁぁぁぁ～！」

　いやホント○﨑さきさんおめでとうございます……

「そもそも加藤さん、あなた、『メインヒロインとして輝かがやく』というのがどういうことなのか、わかって言ってるのかしら？」

「恵が自分で言ってる通り、絵を描かけるわけでも、シナリオを書けるわけでもなく、ただ頑がん張ばっている人をサポートするだけ」

「そして、サークルで特に頑張ってきた私たちはもういない」

「この状じよう況きよう下かで、もはやあんたがサークルで活躍することなんかないのよ……？」

「いや二人とも本当にさ、今俺が泣きそうなのわかってくれてる？」

「でも、今のサークルには出いず海みちゃんも氷堂さんもいるんだし、二人を頑張って手伝えば、ちゃんと活躍できるチャンスだって……」

「メインヒロインが四番人気や五番人気キャラの後押しをするアニメが果たして売れると思うのかしら加藤さん？」

「ちょっとぉ！　本編終わって売り上げに響ひびかないからって酷ひどすぎない今回!?」




　　　　※　※　※




　で、そんな意味もなく激しい応おう酬しゆうがしばらく続いたかと思うと。

　四人は、言い争いに疲つかれ果てたかのように、しばらく無言で中空を見上げ……

「……さすがに喉のどが涸かれた」

「脳が疲れてきたわ」

「コーヒーでも飲みたいね～」

「俺買ってきますぅぅぅ～！」

　そして、その空気に耐たえ切れなくなりかけていた倫也が、その久々の三人の呟つぶやきを幸いとばかりに会議室から逃にげ出し……いや、買い出しに向かった。

「…………」

「…………」

「…………」

　……だがそれは、残された三人にとっては、目配せによって合意の取れていた、絶ぜつ妙みようなチームプレイによる〝人ひと払ばらい〟で……




「さて、と……それじゃ、〝主人公倫也〟もいなくなったことだし」

「『メインヒロインとして輝く』の定義について語り合おうかしらね、加藤さん」

「……別にわたしはサークルで活躍するだけでも構わないんですけど？」

「何寝ね言ごとぶっこいてんのよ恵。それでメインヒロインを張れるほど、この『冴えない彼女ヒロインの育てかた』は甘くはないわよ？」

「というより、メインヒロインを張るには、甘々でなくてはならない……」

「それ、って……」

「ノイタミナの手前もあって、『青春グラフィティ』なんてキャッチフレーズを付けたけど、それはフジテレビを欺あざむくための方便なのは自明……」

「世間的にもプロモーション的にも、この作品の本質がハーレムラブコメであることは火を見るより明らか……」

「ごめん二人ともそれ明言しちゃうのはやっぱりマズいと思うんだけどどうかな？」

「できるの恵？」

「本当に、照れずにやりきれる自信があるのかしら？」

「な、何、を……」

「…………」

「…………」

「……すいません二人とも、そこのボイスレコーダー止めてもらえますか？」

「そうこなくっちゃ！」

「オフレコとはいえ、あなたの覚かく悟ご、しっかりと聞かせてもらうわ加藤さん」




　……という訳で、今回の緊きん急きゆう討論の記録は、ここまでとなっている。

　後は三人が、今回の討論会を受けて、どのような覚悟を決めて劇場版に臨のぞんでいるのか、どうか劇場でお確かめいただきたく。





（了りよう）






　　　　※　※　※




※）以下、スイッチを切り忘れたバックアップレコーダーの音声より。




「えええええ～！　ちょっと恵！　あんたいつの間にそこまで言うようになったの!?」

「だいたい本人相手には全然今まで通りを装よそおって、本人のいないところでそれって、傲ごう慢まんにも程ほどがあるのではないかしら？」

「あ～もう、言えって言うから言ったんだし、文句言われる筋合いなんかないと思うんだけどなぁ」








冴さえない彼女ヒロインの振ふり返りかた（加か藤とう恵めぐみ編）






　ＴＶ版ＢＤ／ＤＶＤの特典ＳＳ群を収録した『冴えない彼女ヒロインの育てかたＦＤ２』の発売にあたり、各ヒロインにＴＶ版当時を振り返っていただき、更さらには劇場版への意気込みについて伺うかがうこの企き画かく。今回は名実ともにこの作品のメインヒロインへと駆かけ上がったシンデレラガール、加藤恵さんにお聞きします。




──まずはＴＶ版第一期『冴えない彼女ヒロインの育てかた』についてお伺いします。第一期の特に序じよ盤ばん、加藤恵というキャラクターは、『意図的に目立たせない』という制作者側の思おも惑わくもあり、出番を抑おさえられたと聞き及およんでいますが、その辺り、演じられる側としてはどのように感じていましたか？

加藤恵（以下、恵）：え～と、これ、率直に言っていいの？　……いいんだね？　じゃあ言っちゃうけど、あの頃ころのわたしって本当に、なんだかなぁな扱あつかいだったよね。監かん督とくさんには『とにかく感情を出さずに無表情で演技するように』って指示を受けて、一いつ生しよう懸けん命めいその通りに演じたつもりだったんだけど、実際のオンエア見たら顔なんてほとんど見切れてるし、無表情にする意味すらなかったっていう。

──あ、あ～……けどそれは、ほら、メインヒロインとして花開いた時のインパクトを強めるためにわざとギャップを大きくしたいというスタッフの狙ねらいがあったのでは？

恵：そのせいだかなんだかわからないけど、最初、恵役だけキャスト名もずっと発表せずに、放映当日のＥＤクレジットで初お目見えという案もあったみたいだよ？　でもそれは流石さすがにキャストさんへのハラスメントに当たるかもしれないからって没ぼつになったらしいけど。

──最終的に人気出て本っ当に良かったねぇぇぇ～！

恵：そんな風に、わたしだけプロモーションも後手後手に回ったせいで、販はん促そく企画のヒロイン応おう援えん店てん舗ぽ数も英え梨り々りや霞かすみヶが丘おか先せん輩ぱいにほとんどダブルスコアの差をつけられちゃったりとか。

──いやあの時点では原作での人気順もそのくらいだったから！　まだ原作七巻出てなかったし！　一いち概がいにスタッフさんだけの責任じゃないから！　そもそもそれ、もう演者の意見じゃないよね!?

恵：ちなみにその後、アニプレックスさんに当時のことを問い詰つめたら、『いや、あれは恵応援店に名乗りを上げていたアニプレックスプラスの優位性を保つための作戦で……』とか訳わかんない言い訳をされちゃったけど、それはそれで他ほかのショップさんに失礼なんじゃないかなぁ。

──すいません次の質問に行かせていただきます！　さて続いては第二期『冴えない彼女ヒロインの育てかた♭フラツト』についてです。今度の作品は、既すでに加藤恵人気が爆ばく発はつしてからの、満を持じしての続編ということで、正しよう真しん正しよう銘めい、作品の看板を背負うメインヒロインとして前作以上のプレッシャーがあったのでは？

恵：う～ん、まぁ、第二期についてはスタッフさんに文句はないかな？　ちゃんとわたしのこと丁てい寧ねいに扱ってくれたし、キャストの表示順序も上がったし。

──主人公、倫とも也やとの二人キャスト回など、恵関連の見どころ満まん載さいでしたよね！

恵：あ、そうだ。スタッフさんには文句なかったけど、主人公くんには色々言いたいことが多かった第二期だったなぁ。

──いやこれ文句のつけどころを探すためのインタビューじゃないんだけど……

恵：なんか第二期の倫也くん……安あ芸きくんって、第一期に比べてもヘタレ度がかなり上がったよね。今までの安芸くんってデリカシーなくても、勢いだけで押したり、他人の真意にまるで気づいてなかったりして『まぁ安芸くんだししょうがないか』って気にさせてくれたんだけど……

──直前の俺のコメント聞いてる!?

恵：なんて言うのかなぁ。ちょっと知ち恵えがついちゃったって感じ？　微び妙みように相手の気持ちを考えようとしたり、自分の気持ちに迷ったりして、しかもそういうのに慣れてないから、ことごとくやること裏目に出ちゃって……本当、傍はたから見てるといちいち怒おこれてきちゃうんだよねぇ。

──いやあなた全然見てるだけじゃなかったでしょ！　怒ったり愚ぐ痴ちったり説教したりしてたじゃん!?

恵：そりゃそうだよ。だってあの頃の安芸くんのヘタレ具合といったら……二か月も謝りに来ないで、わたしのことほったらかしといてさぁ……っ

──ちょっとちょっとちょっとぉ！　それもう終わった話じゃん！　今お前、八話とおんなじこと言ってんじゃん！

恵：いいんだよ八話評判良かったし。つまりわたしがどれだけ安芸くんに文句言っても、作品的には全然問題ないどころか評価されるってことだし。

──なに開き直ってんだよ!?　もういい第二期の話終わり！　それじゃ次！　劇場版『冴えない彼女ヒロインの育てかたＦｉｎｅフイーネ』について！

恵：……あ～

──いよいよ正式タイトルも発表になり、公開に向けてますます盛り上がっておりますが、撮さつ影えいの方順調でしょうか？

恵：えっと、今の進しん捗ちよく状じよう況きようがバレるようなコメントはＮＧだってスタッフさんから言いつかっておりますので～

──では劇場版の恵の役どころや魅み力りよくについて一言お願いします。もちろんネタバレにならない範はん囲いで。

恵：役どころや魅力、ねぇ……そうだなぁ、う～ん、う～ん……はぁぁぁぁ～

──ちょっとぉ！　なにその憂ゆう鬱うつそうな態度!?　初期のフラットな態度より悪化してんじゃん！　お前、どんどんユーザーの求める加藤恵像から乖かい離りしてきてない？

恵：それもこれも、倫也くんのせいなんだよなぁ……

──って、今度はなにその恨うらみがましそうな目!?　俺のせいだって言いたいの？　っていうか今思い切り言ってた！

恵：むしろ倫也くんの態度が今まで通りなのがなんだかなぁだよ……今回、そっちは演じるのしんどくないのかなぁ？

──い、いや、それは……ほら、いい映画にするためには、しっかり役に入り込まなくちゃ、なぁ？

恵：そうなんだけどさぁ……今までより、だいぶ洒落しやれにならない気がして、さぁ……はぁぁぁぁ～

──え、え～と、そろそろ締しめた方が良さそうなので最後の質問な。劇場版を楽しみにしているファンの方々に一言お願いします。

恵：勝手に楽しみにすればいいんじゃないかなぁ。

──いやだからお前、そういう態度はさぁ……

恵：だって、わたしがしんどい思いをすればするほど、喜ぶお客さんもいると思うし、ね。

──え、えっと、それってどういう……

恵：……はぁぁぁぁ～

──本日はどうもありがとうございました～！








冴さえない彼女ヒロインの振ふり返りかた（澤さわ村むら・スペンサー・英え梨り々り編）






　ＴＶ版ＢＤ／ＤＶＤの特典ＳＳ群を収録した『冴えない彼女ヒロインの育てかたＦＤ２』の発売にあたり、各ヒロインにＴＶ版当時を振り返っていただき、更には劇場版への意気込みについて伺うこの企画。今回は主人公の因いん縁ねんの人、金きん髪ぱつツインテール幼なじみヒロイン、澤村・スペンサー・英梨々さんにお聞きします。




──まずはＴＶ版第一期『冴えない彼女ヒロインの育てかた』についてお伺いします。第一期の澤村英梨々といえば、エセお嬢じよう様さま、ツンデレ、同人ゴロ、ロリリ、ポンコツ等、実に多種多様な表情を見せてくれたことがなんといっても印象に残っていますが……

澤村・スペンサー・英梨々（以下、英）：インタビューの冒ぼう頭とうから実に飛ばしてくれるじゃないのよ倫とも也や……

──いや今回俺、キャラクター的立場じゃなくて単なるインタビュアーって設定で。

英：インタビュアーって言い張るなら、もっとフラットな態度で質問しなさいよ。

──というと、『あ～、うん、そうだね～』みたいな？

英：そっち方面のフラットじゃないわよ！　あんたインタビュアーのくせに先入観と悪意にまみれ過ぎって言ってんのよ！　いいこと？　この『冴えない彼女ヒロインの育てかた』という作品で、原作で最初に表紙を飾かざったのも、円えん盤ばんのパッケージで最初に単独で登場したのも、何を隠かくそうあたしなのよ？

──確かに、抱だき枕まくら化も一番最初だったな。フィギュア化は詩うた羽は先せん輩ぱいに抜ぬかれたけど。

英：そう、いわば原初のヒロイン！　この作品の根幹を為なす最重要キャラクターと言っても過言じゃないのよ！

──その通りだな。三話であっさり加か藤とうにブチ抜かれたけど。

英：それに！　ビジュアル的にも金髪、ツインテール、ニーソという萌もえ記号の塊かたまりから、ジャージ、ボサボサ髪がみ、ダサ眼鏡という超ちようギャップでさらに萌えを加速するというチート仕様！

──そうそう、そうやって色んな方向に攻せめていったせいか、やたらとファンがコア化して、好き嫌きらいハッキリ分かれるキャラになってったけど。

英：さらにはっ！　作品の実権を握にぎる某ぼうプロデューサー（現、某社長）だって、あたしのことが一番のお気に入りだって……

──あ～、確かに最初はそうだったな。でも終わってみれば何な故ぜか最終回にしか登場しないランコに行っちゃったけど。

英：あ、あ、あの裏切り者ぉぉぉ～！　あんたのせいで、あんたのせいでっ！　あたし第一期じゃ回を追うごとにどんどん落ちぶれていっちゃったじゃないのよ～！

──……そうやっていつも自分から勝手に自じ滅めつしてるせいな気もするけど。

英：あ～、もういいっ！　一期のことはナシで！　それじゃ次は、第二期『冴えない彼女ヒロインの育てかた♭フラツト』についての話するわよ！

──いや進行俺なんだけど……まぁいいや、それじゃ第二期の話を。今度の作品は、今までコメディリリーフ的な役割が多かった英梨々が、納期とクオリティの狭間はざまで葛かつ藤とうしたり、病に倒たおれたり、素す直なおになったり、スランプに陥おちいったり、クリエイターとして覚かく醒せいしたりと、シリアスかつ、今度こそ物語の根幹に関かかわるような活かつ躍やくぶりでしたが……

英：そうそうそれよ！　まさにそれなのよ！　主役は後になって登場する！　今まで爪つめを隠していた真ヒロインいよいよ降臨よ！

──まぁ、成功と挫ざ折せつと努力を経へて成長するヒロインというより、主人公みたいな立ち位置だったけど。

英：それに、ずっと仲なか違たがいしたままだった幼なじみと、ようやく、八年ぶりの仲直り、できたしね？

──あ、ああ、それは……うん、そうだな。まぁ八話で何もかも加藤に根こそぎ持っていかれたけど。

英：……あんたやっぱり、何かあたしに言いたいことがあるでしょ？

──い、いや、『え～そんなことないよ～』。

英：その似てない恵めぐみの物もの真ま似ねやめなさいよ！　あんたのその、言葉の端はし々ばしから滲にじみ出すぎる悪意は一体なんなのよ!?

──え～、その理由言わなくちゃいけない？

英：確かにあたしは、八年前にあんたを裏切った上に、ずっとシカトし続けて、しかも自分の非をずっと認めなくて、ようやく謝ったかと思ったらその三か月後にあっさり裏切ったりしたけど……

──凄すごいよお前！　自分がしでかしたこと全部自覚してんじゃん！

英：けどそれだって、第二期の最終話で全部水に流してくれたじゃない！　いつまでもそうやっていつまでもチクチク責めてたらあたしだけじゃなく大●ちゃんも拗すねるわよ！

──すいませんそれだけはマジで勘かん弁べんしてください！　という訳で第二期の話はさっさと終わらせて本題行くぞ！　それじゃ続いて、劇場版『冴さえない彼女ヒロインの育てかたＦｉｎｅフイーネ』について！

英：原作では恵エンド。コミカライズ『恋こいするメトロノーム』では霞かすみヶが丘おか詩羽エンド……しかも今回の劇場版は、原作者自ら『すでに第二期の時点で原作から変わってきている』と明言している……このことから、この劇場版『冴えない彼女ヒロインの育てかたＦｉｎｅフイーネ』では、今度こそあたし、澤村・スペンサー・英梨々エンドだという風潮が強いけど……

──最初の方で言ったじゃん。お前のファン、コア化しててやたら声が大きいって。

英：だとしてもっ！　この業界では、そうしたコアなファンを囲い込むという商法だって十分あり得るわ！　そうでしょ!?

──確かに。そもそもこの作品そのものがそういう商法を取ってる気もするし。

英：そう！　つまりあたしの勝機は十分にある！　そしてあたしは、勝つ可能性がゼロでない限り、決して諦あきらめたりはしない！

──前向きになったよな英梨々……いや、負けず嫌ぎらいなのは前からだけど。

英：見てなさい倫也？　あたしは決してメインヒロインを諦めない……クリエイターとしての成功も、紅こう坂さか朱あか音ねとの勝負も、そして……負けないわよ？

──ああ、わかった……でもさ、俺も、お前に負けていられない。

英：そりゃ、主役だものね？

──ああ！　確かに俺は、第一期でも第二期でも、まだ何も結果を残せてない……だからこそ、この劇場版は、神様が最後に与あたえてくれたチャンスだ。

英：今度こそ、自分の力で完成させなきゃね……あんたの考えた、最強のギャルゲー。

──そうとも！　俺だって、最後くらいは主人公らしく決めてみせる！　お前みたいに、決して諦めてやんないからな！

英：お互たがい、負けられないわね？

──ああ、今度こそ、主役は譲ゆずらないぜ！

英：ふふ……

──あはは……

英：で、主人公らしく、最後は誰だれに決める訳？

──本日はありがとうございました～！








冴さえない彼女ヒロインの振ふり返りかた（霞かすみヶが丘おか詩うた羽は編）






　ＴＶ版ＢＤ／ＤＶＤの特典ＳＳ群を収録した『冴えない彼女ヒロインの育てかたＦＤ２』の発売にあたり、各ヒロインにＴＶ版当時を振り返っていただき、更さらには劇場版への意気込みについて伺うかがうこの企き画かく。今回は主人公の憧あこがれの人、黒くろ髪かみロング黒ストッキング年上ヒロイン、霞ヶ丘詩羽さんにお聞きします。




──まずはＴＶ版第一期『冴えない彼女ヒロインの育てかた』についてお伺いします。第一期の霞ヶ丘詩羽といえば、やはりなんといっても……

霞ヶ丘詩羽（以下、詩）：その前に聞きたいのだけれど倫りん理り君。

──いえ一応俺、今回はキャラクター的立場じゃなくて単なるインタビュアーって設定なんですけど。

詩：そもそもこういったインタビューって、キャラクターじゃなくて茅かや……キャストさんがコメントするものじゃないの？

──あ～、そういうのはドラマガやアニメ誌さんと競合するんで企画が通りませんので、俺たちキャラクターで何とかするしかないんです。ほら、キャラクターコメンタリーってのもあるでしょ？

詩：でも、それって要するにキャストの意見ではなく、ただの原作者や脚きやく本ほん家の独り言みたいなものでしょう？　それだと意見の多様性がなく画一的な表現にならざるを得ないわ。そう、例えばヒロイン役のキャストさんが『この主人公大だい嫌きらい』とか言い出してファンを挑ちよう発はつするような炎えん上じよう芸が封ふう印いんされ……

──スタッフや製作会社を弄いじるのはいいけどキャストさんに矛ほこ先さき向けるのマジやめて!?　とにかく本題に戻もどすよ！　第一期の霞ヶ丘詩羽といえば、やはりなんといっても第六話『二人の夜の選せん択たく肢し』が挙げられますが……

詩：ああ、六話ね……確かに作画も演出も、何よりヒロインの魅み力りよくも含ふくめて、第一期最さい高こう峰ほうの神回だったことは認めるわ。詩羽の決心とか、揺ゆれ動く心情とか見どころ満まん載さいね。

──ですよね！　まさにあの時の詩羽先輩……おっと、詩羽さんの心境についてお伺いしたいんですが……

詩：でも、ネットで一番拡散されていたのが、私がストッキングを履はくシーンのｇｉｆファイルだったというのがなんだかなぁ、よね。あら、意図せず加か藤とうさんの言い方をパクってしまったわね。ここは著作権表記を付けるべきかしら。でもそもそもあの台詞せりふだって別の元ネタから拝借……

──色々！　色々全部ＮＧですからっ！　そういう著作権的にグレーなネタ仕込むのやめて！

詩：大だい丈じよう夫ぶよ。どうせショップ特典の書き逃にげＳＳですもの。

──そうは言ってもこのショップＳＳ、いずれ文庫への再収録だって予定してるんだから！

詩：そういう姑こ息そくなやり方が気に食わないからわざと妨ぼう害がいしているのだとどうして気づかないのよ!?

──気づいてるから！　編集部全部わかってて意図的にスルーしてるんだから！　という訳でもう次の質問！　続いては第二期『冴えない彼女ヒロインの育てかた♭フラツト』についてです。こちらはやはり、第一期六話と対ついになる、第四話『二泊はく三日の新ルート』ですが。

詩：頑がん張ばったわよねぇ……泣いて寝ねて立ち直ってお風ふ呂ろ入ってまた泣いてついには裸はだかワイシャツまで……

──え、ええと、思い出すと色々とマズい感情が湧わいてしまいそうになってしまいますが、今度こそあの時の心情を……

詩：脱ぬぎ損だったわね。

──……え～と。

詩：何度でも言うわよ。全くの脱ぎ損だったわね。全ぜん裸らでの入浴シーンに始まり、白ワイシャツから黒下着が透すけるフェチ描びよう写しやの後、ベッドで胸むな元もとをはだけさせたあられもない姿を晒さらしておきながらも、最後の最後に黒髪ロング加藤さんに全すべてかっさらわれるなんてっ！

──ちょっとぉ！　ツッコミどころが多い上に各方面に分かれ過ぎてて追いつかないよ!?

詩：本当に、本当にあの泥どろ棒ぼう猫ねこぉぉぉっ！　まるで一期六話の追体験をさせられているような逆転サヨナラ負けっぷりに、私の脆ぜい弱じやくなメンタルはボロボロよ！

──その『泥棒猫』の言い方！　真に迫せまり過ぎてるからやめて！　あとそこまで強い呪じゆ詛そを唱えられる人はメンタル弱くないから！

詩：しかもその後、九話と十話の私と澤さわ村むらさんの離り脱だつイベント……まるで、加藤さんのメインヒロイン化を無理やりゴリ押しするための、誰も望まない超ちよう展開臭しゆうがぷんぷんとっ！

──いやいやいやあの展開はストーリー上の必然性ありありだから！　詩羽先せん輩ぱいと英え梨り々りがクリエイターとして成長していく上での必ひつ須すイベントだから！

詩：倫理君、じゃなくて主人公が全然ついて来れない高みにまでヒロインが上る意味がどこにあるのよ！　これじゃ主人公の存在意義ないじゃない。もう全部私たち二人でいいんじゃないかしら？

──その辺は劇場版に乞こうご期待ってことにしといてよ！　という訳で次！　その劇場版『冴えない彼女ヒロインの育てかたＦｉｎｅフイーネ』について！

詩：劇場版……

──そう、劇場版！　いよいよ正式タイトルも発表になり、公開に向けてますます盛り上がっておりますが、撮さつ影えいの方順調でしょうか？

詩：……ふ、ふ、ふふふふふっ

──う、詩羽先輩……？

詩：長かった……本当に、長かった……この時が来るのを待ち望んでいたわ。そう、第一期と第二期で二回連続で負けたのも、全ては三度目に勝つため！

──え？　勝つの？　あ、いや、それがおかしいって言ってる訳じゃないんですけど……市場のニーズ的に大丈夫なのかなぁ？

詩：大丈夫、二期の●●展開のせいで私から離はなれていってしまったファンの人たちも、この劇場版を見たら必ず戻ってくる……そう、第二期最終回Ｂパートで仕込んだフラグを一気に回収して、まさかまさかの九回裏ツーアウト満まん塁るいからの逆転満塁ホームランエンドが皆みんなを待ってるわ！　楽しみにしていなさい私の下げ僕ぼくたち！

──あ、あれ？　すいません、ちょっと詩羽先輩の持ってる台本確かく認にんさせてもらっていいですか？

詩：台本？　こんな単なる参考資料でしかない冊子にどんな意味があるというの？　ここに史上最強の脚本家にして演出家、恋れん愛あいの魔ま術じゆつ師し、霞かすみ詩うた子こがいるというのに？

──あ、あの～、まさかとは思いますけど、あんたもしかして、劇場版の展開にまで口を出す気じゃ……

詩：ふふふ、見てなさい倫理君。某ぼうプロデューサー（現、某社長）が『劇場版のタイトル、「冴えない彼女ヒロインの育てかたｃ○ｄａ」にしましょうよ』って（周辺事情を何も知らずに）さらっと言い出したその意味をとくと味わうがいいわ！

──それ今言って良かったのドラマガやアニメ誌さん向けに取っておくネタじゃなかったの!?


























































































































































































































































　一二月中ちゆう旬じゆん──

　学生たちにとっては、冬休みを目前に控ひかえた、心躍おどる季節。

　そして、恋こい人びとたちにとっては、クリスマスを間近に控えた、想おもい溢あふれる季節。

「倫とも也や先せん輩ぱい！　イベント05線画上がりました～！」

「さすが出いず海みちゃん！　相変わらず凄すごいスピードとクオリティだな！」

「ねぇねぇちょっと、あたしにも見せて？　……お～、相変わらず動き描かかせたらすっごいね波は島しまちゃん」

「……うん、迫はく力りよくに関してだけなら、出海の絵は、柏かしわ木ぎエリすらも凌しのぐかもしれない」

「え、えへへぇ、それほどでも……」

「さて、それじゃ勢いに乗ってクライアントから来たイベント03と04の修正指示対応を……」

「ちょちょちょちょちょっ!?　ちょっとだけ休ませてください……せめて三○分……っ」

「お疲つかれ～、そんじゃベッドで休むといいよ。今まであたしがあっためといたからさ」

「いや美み智ち留る、お前にはＢＧＭのアレンジ作業をお願いしといたはずなんだが……」

「う～ん、ここまでの進しん捗ちよくは順調だけど、それでも締しめ切りまでの期間を考えると、あと三倍くらいのペースで進めないとやばいかもしれないね」

「お兄ちゃんまでわたしを殺す気っ!?」

「大だい丈じよう夫ぶだ出海ちゃん……その場合、俺のシナリオも三倍のペースで書く必要があるから死なばもろとも！」

「すいませんそれちっとも安心感がないんですけど!?」

　と、そんな、色々と胸熱ながらも物理的には寒い季節に対たい抗こうすべくエアコンをガンガンに効かせた室内には、けれどこのような修しゆ羅ら場ば然とした熱い空気が流れていた。

　ここに集つどうのは、季節も時間も問わず、何年も、苦楽をともにした仲間。

　同人サークル『blessing software』（第二次）のメンバーたち。

「はい、夜食作ってきたよ～」

「待ってました！　加か藤とうちゃんの愛妻料理！」

「うわぁ豚とん汁じる～、相変わらず美味おいしそう～！」

「お、おう、悪いな恵めぐみ、いつもいつも……」

「…………はい氷ひよう堂どうさん、出海ちゃん。熱いから気をつけてね」

「……恵？」

「いっただっきま～す！　う～ん、おにぎりも程ほどよい塩加減～」

「なんか日本人って感じですよね～」

「おかわりもあるからたくさん食べてね？」

「あ、あの、俺の一いつ杯ぱい目は……？」

「…………何杯食べてもいいからね？　〝三人分〟にしてはちょっと作り過ぎちゃったし」

「め、恵さん……？」

「よ～し、そんじゃ鍋なべごといっちゃうぞ～！」

　……そう、ここに集うのは、季節も時間も問わず、何年も、苦楽をともにした〝はずの〟仲間。

　共に喜び、共に泣き、全すべてを分け合い、絆きずなで結ばれたはずの……

「倫也君、こっちでカ○リーメ○ト一いつ緒しよに食べないかい？」

「いらねぇよ……」

　なお、お馴な染じみのメンバーなので、先程の各おの々おのの発言が誰だれのものだったかは読者の皆みな様さまの方でしっかり感じ取っていただきたく。








冴さえないゴーストの務めかた






　一二月初旬半月ほど前──

「出いず海みちゃん、合格おめでとうっ！」

「ありがとうございますぅぅぅ～！」

　都内の、とあるログハウス風の喫きつ茶さ店てん。

　その店内の窓まど際ぎわの席で、向かい合って座る男女二人。

「推すい薦せんで不死川大ウチかぁ、恵めぐみと同じコースだね」

「はいっ、まさにその恵さんに『不ふ死し川かわなら結構簡単に推薦取れるからお薦すすめ』って助言をいただいたおかげです！」

「その不死川入るために一いち浪ろうしちゃってごめんなさい……」

「ああっ！　ごめんなさいごめんなさいっ！」

　不死川大学一年、安あ芸き倫とも也や。

　そして、現在は豊とよヶが崎さき学園三年にして、来年からふたたび倫也の後こう輩はいになることが確定した、波は島しま出海。

　二歳差にして、一学年差の二人は、この作品の外出先としていつも便利に使い倒たおされるお馴染みの場所で、高校生最大の関門突とつ破ぱを、コーヒーとパフェで盛せい大だいに祝っているところだった。

「とにもかくにも、これでいよいよ『blessing software』再始動ですね！」

「ああ、そうだな……」

「今年はわたしの進学のために冬コミ不参加になっちゃってご迷めい惑わくおかけしました……」

「そんなの気にしなくても……」

「でも、もう大学も決まったので大丈夫！　年が明けたらすぐに活動再開して、今度は冬コミなんて言わずに、一足早く夏コミに新作出しちゃいましょうよっ！」

　と、受験というプレッシャーを、皆みんなより一足先に切り抜ぬけた出海は、荷の下りた肩かたの軽さに任せて、これから卒業までの、自由で解放された日々に思いを馳はせる。

「出海ちゃん、実はね……」

「はい？」

　けれど、そんな浮うかれた出海とは対照的に……

　もともと、毎日自由で解放された日々を過ごしている大学生（偏へん見けん）の倫也の方が、徐じよ々じよに思いつめた表情と口調に変わっていき……

「実は三月末に新作を出すことになったんだ。まぁ、ファンディスクだからボリュームは小さいんだけど。でも商業だからマスターアップが早くてさ。年が明ける前には終わらせてないといけない感じで……」

「…………はい？」

　そして、あまりにも理り不ふ尽じんな爆ばく弾だんを落とした。




「……という訳で、ここから先は僕が説明しよう」

「いつからいたのお兄ちゃん!?」

　と、しばらく呆ぼう然ぜんと佇たたずんでいた出海が横を向くと、どこから来たのか（正解：後ろの席）、彼女の兄である波島伊い織おり（某ぼう国立大学二年生）がちゃっかり隣となりに座り、ウザったらしくふっと髪かみをかき上げていた。

「実はね、これはここだけの話にして欲しいんだけど、マルズの新作『フィールズクロニクル[image: XIV]』が頓とん挫ざしたんだ……」

「しかもいきなりとんでもない業界の闇やみネタが始まっちゃったよ!?」

「前作『フィールズクロニクル[image: XIII]』は、企き画かくに紅こう坂さか朱あか音ねを招しよう聘へいして、さらにキャラデザを柏木エリ澤村英梨々、シナリオを霞詩子霞ヶ丘詩羽と、主要部分はほぼ外部で固めたスタッフ構成で大成功を収めたことは、当然出海も知っているよね？」

「……おかげでまた目標澤村先輩の背中が小さくなってしまいました～」

「しかしマルズ内部のフィールズチームは当然ながらそれが気に入らなかった……そこで今度の『[image: XIV]』こそ全て内製で作り上げようと、『[image: XIII]』と並行して、ずっとずっと開発を続けてきたんだけど……」

「ええと、一いつ般ぱん論を言わせてもらうと、そういう巨きよ大だいプロジェクトって長引けば長引くほど……」

「ああ、どんどん収拾がつかなくなっていき、ディレクターは心を病やみ休職するわ、プロデューサーは責任も取らずに某ソシャゲメーカーに転職するわ、当初予算の倍をつぎ込んでおきながら進捗は未いまだ二○パーセント程度だわ……」

「うわ～、うわ～、うわ～、聞きたくなぁぁぁ～い！」

　うん、誰もが聞きたくないわそんな話。

　でも聞いてしまうとこうしてネタにせずにはいられないのが物書きのサガというのも事実であり……

「けれど会社には年度末決算というものがある……これが上場企き業ぎようの辛つらいところだね」

「その決算月が三月……？」

「そう、だからマルズは、何としてでも三月までに、『ある程度数が見込めて、しかも必ず出せる』作品を作らなくてはならないんだ」

「そ、それって、もしかして……？」

「ああ……『フィールズクロニクル[image: XIII]』の、Ｓ○ｉｔ○ｈ移植版だよ」

「うわ～、うわ～、うわ～、これ絶対聞いちゃいけないやつだぁぁぁ～！」

　そう、本来はこうして不特定多数の人物が行き交かう店内で話す内容ではないのだが、今は緊急を要するフイクシヨンので仕方ないなので大丈夫。

「だが、単なるベタ移植では目標とする売り上げに到とう達たつするか怪あやしい……そこでマルズは、ある追加要素を搭とう載さいする判断を下した」

「つ、追加要素……？」

「ここから先は俺が話そう……まずはこれを見てくれ！」

　と、しばらく黙だまって波島兄妹きようだいの無む駄だにダイナミックな会話に聞き入っていた倫也が、ようやく二人のテンションについていく気になったのか、大おお仰ぎような態度とともに、テーブルの上に数枚の紙をダイナミックに叩たたきつけた。

「こ、これって……もしかして澤さわ村むら先輩の？」

　倫也の差し出した資料に描えがかれていた、既すでに彩さい色しき済みのキャラクターの立ち絵に……

　いや、正確にはその絵え柄がらに、出海は見覚えがあった。

「そう、英え梨り々りがデザインした、『フィールズクロニクル[image: XIII]』の、リュートとサラシアっていうキャラクターだ」

「リュート？　サラシア？　え？　『フィールズ[image: XIII]』に、そんなキャラいたっけ……？」

　しかし、絵柄には覚えがありつつも、そこに描かれているキャラクターそのものに見覚えがないことに、出海は違い和わ感かんを覚える。

「出海ちゃんがそう思うのも当然だ……何な故ぜならこの二キャラは、開発の最終段階で存在ごと抹まつ消しようされた〝幻まぼろしのキャラクター〟なんだから」

「ちなみにボツを決断したのは、何を隠そう劇場倫也君なんだよアニメ参照」

「あぁぁぁぁ……やっぱり聞いちゃいけないやつだったぁぁぁ……」

　実は作品発表時のキービジュアル段階ではその二人もしれっと登場していて、コアなファンの間で結構な物議を醸かもしていたという裏話もあり。

「あの決断は、納期とクオリティの戦いの中での、ギリギリの判断だった……俺だって、全すべてを納なつ得とくして決めた訳じゃない」

「そして今、にわかに立ち上がった移植版の追加要素として、これほどうってつけの素材はない……わかるね出海？」

「いや、その流れはわかる、わかるよ？　ただわからないのは、それを今わたしに詳しよう細さいに語ってる二人の思おも惑わくだよ！」

　と、出海が最後の抵てい抗こうとばかりに、この後のわかりきった展開に先手を打とうとするも……

「という訳で君の出番だ出海ちゃん！　今年中にこのデザイン画からイベント絵を起こし、『フィールズクロニクル[image: XIII]完全版』を、俺たちの手で完成させようじゃないか！」

「ああっ！　やっぱりぃぃぃ～～～！」

　まぁ、この『技の一号伊織、力の二号倫也』の無駄な圧をはねのけることなど、できようもなかったり。




　　　　※　※　※




　という訳で、ふたたび一二月中ちゆう旬じゆん──

「……で、まだ恵さんと仲直りできてないんですか先せん輩ぱい？」

「それは聞かない約束だよ出海ちゃん……」

　夜食の食器を片付けに恵が階下に降りていくと、待ち構えたように出海が倫也を弄いじ……気き遣づかうと、倫也は結局空腹に負けたのか、カロリーメイトをぼそぼそ頰ほお張ばりつつ、ぼそぼそした口調でしょんぼりと呟つぶやく。

「本当、副代表加藤さんは扱あつかいが難しいね。今回の件だって、彼女なんかより出海の方がよっぽど酷ひどい目に遭あってるっていうのに」

「いやそれはちっとも免めん罪ざい符ふにならないよお兄ちゃん……」

　恵のいつもの……いやいやいつもと違ちがう、倫也に対しての厳しい塩対応は、まさにこのプロジェクトそのものが原因だった。

「でも、加か藤とうちゃんが怒おこるのも無理ないよねぇ。今回の件ってさ、実のところ、澤村ちゃんのためでも霞かすみヶが丘おかセンパイのためでもないんだし」

　あ、そういえばもう一人紹しよう介かいを忘れてたけれど、氷ひよう堂どう美み智ち留る（無職）。

「確かに、今さらこの移植版が酷こく評ひようされようが、あれだけの名声を既に得てしまった二人には痛くも痒かゆくもないからね……」

「まぁ、だからこそ紅坂さんも町まち田ださんも、まったく躊ちゆう躇ちよせずに断ったんだろうけどな……」

　当初マルズは、この仕事を、当然のことながらオリジナルスタッフである柏かしわ木ぎエリと霞かすみ詩うた子こに依い頼らいすべく、紅朱企画紅坂朱音にオファーを出した。

　しかし現在、二人は新作小説『世界で一番大切な、私のものじゃない君へ』のメディアミックスにかかりきりなので、マルズが提示したスケジュールではとても請うけられない、と、不死川書店町田苑子の方から強きよう烈れつなクレームがあり……

　そして万ばん策さく尽つきかけたマルズは……しかしそこに、たった一本の蜘く蛛もの糸の存在を思い出した。

　オリジナル版開発終しゆう盤ばんに、突とつ如じよ『紅坂朱音の部下』を名乗り我が物顔で本社まで乗り込み、たった一か月弱だったけれども、実際にシナリオとグラフィックのディレクションに関かかわった、一人の青年のことを。

　ついでに、その青年のメール署名にさりげなく書かれていた、彼が主しゆ宰さいする同人ゲームサークルのことを……

「にしても、向こうもさ、ウチによくこんな隠し玉がいるって知ってたよねぇ……」

　と、無職の美智留が、ついさっき描かき上がった出海の原画を掲かかげ、恍こう惚こつとした表情で見入る。

「まぁ確かに、柏木エリのデザインを劣れつ化かさせずにイベント絵を描けるイラストレーターなんてそうはいないからね……」

　なにしろその絵は、素人しろうとの美智留が見ても、そして玄人ゴロの伊織が見ても平等に惚ほれ惚ぼれとする程ほどの出で来き栄ばえで。

「そりゃ、前に仕事した時に、事あるごとにディレクターに自じ慢まんしてたからな！　『ウチのサークルには柏木エリの永遠のライバルがいる』ってさ！」

「嬉うれしいけど余計な発言ですよそれ!?」

「ま、まぁ、それでも最初は断ったんだよ？　出海ちゃんが推すい薦せんに受からなかったらウチもスケジュール的に無理だって」

「その交こう渉しようの仕方もどうかと思うんですけど……」

「けど、向こうから断らせようと相場の一○倍近い値段吹ふっ掛かけたのに、それがあっさり通っちゃって断るわけにいかなくなって……」

「いやぁ、さすがはマルズ。僕らの懐ふところ事情なんか及およびもつかないねぇ、はっはっは」

「本当に交渉の仕方なんとかならない二人とも!?」




「だいたいですねぇ、記念すべき初の商業仕事が、柏木エリのゴーストってのもどうなんですか？」

　休きゆう憩けいが終わり、元のデザイン表とにらめっこしながらペンを走らせつつも、未だ出海の愚ぐ痴ちはとどまることを知らなかった。

「いや、ほら、俺も霞詩子のゴーストやらされてるし」

「倫也先輩の方は思いっきり喜んでるくせに」

「いやぁ、はっはっは」

「もう少し隠す努力くらいはして欲しいんですけどねぇ……」

　そんな出海の恨うらみ節を聞き流しながら、倫也の方も、元のシナリオテキストを打ち出したプリントをテーブル上に並べ、赤ペンで次々と修正を入れていく。

　……ように見えたけれど、その赤く書かれていく文字を見ると、『これぞ霞詩子節！』だの、『このシーンのカタルシスたるや！』だの、『ヤバい修正箇か所しよが見つからない！』だの絶賛コメントばかりで、ちっとも直す気がないようにも見えた。

「まぁでも、さっきも言った通りギャラは破格なんだし、マルズからのお年玉だと思って頑がん張ばろう？」

「そうそう、あたしの生活のためにも頑張れ波島ちゃん～！」

「もうちょっとモチベーションの上がる煽あおり方してくださいよ美智留さん……」

「そういう身につまされること言うのやめてよみっちゃん……」

「しょ～がないじゃん！　この中で親のスネかじってないのあたしだけなんだからさ～」

「進学もせずにブラブラしてるお前が悪いんだろそれは……」

「あはは……」

　そして、そんな吞のん気きな仲間に苦く笑しようを漏もらしつつも、出海の手も、表情も、ちっともその『ゴースト仕事』を嫌いやがっているそぶりは見えなくて。

　彼女が操作するタブレットに浮うかび上がる絵は、柏木エリのデザインを踏とう襲しゆうしつつも、波島出海の爪つめ痕あとをしっかり残していて。

　その仕上がりを見るたびに、ここにいる仲間たちは、やっぱり苦笑交じりの、けれど恍惚としたため息を漏らさずにはいられなくて。




「それじゃ、締しめ切りまであと半月……」

「わたしはイベント絵が残り一〇枚、立ち絵の衣い装しようパターン追加に、表情追加に……」

「俺は二年前ボツにしたシナリオを戻もどして全体を調整して、キャラシナリオを追加して……」

「追加ＢＧＭが必要なら言ってよね？　何曲でも作るからさ！」

「ま、まぁそれはクライアントと相談だけどな」

「冷静に考えれば、いつも通りの厳しい戦いだね……」

「なに言ってるのお兄ちゃん……こんなの楽勝だよ」

「俺たち以外には不可能だけど、な」

「だって、柏木エリの永遠のライバルだよ？」

「霞詩子の一番弟で子しだぞ？」

「え～と、あたしは……唯ゆい一いつ無む二にの天才アーティストってことで！」

　そして四人は、互たがいの顔を見合わせ、なんとなく苦笑して。

「よ～し、それじゃみんな、頑張っていこぉぉぉ～！」

「「「おおおおお～！」」」

　そして、あと十数日の激げき闘とうを誓ちかい合う。




「……………………へ～、わたし抜ぬきでそういうことやっちゃうんだ」

「あ」

「あ」

「あ」

「ひぃっ!?」

　ついさっきまで洗い物をしていて今戻ってきた、もう一人の不死川大学大切な二年メンバー加藤恵を、うっかり忘れた状態で……




「別にね、皆みんなで頑張ろうって言ってるのを否定する訳じゃないんだよ。確かにこの仕事に納なつ得とくいかない部分はあったけどさ、それでもわたしだって、一度請けたからにはって思ってたし、そろそろ文句言うのもやめて、しっかりやっていかなくちゃって考えてたし……」

「そうだよねっ！　恵がなんだかんだ言って一いつ生しよう懸けん命めいやってくれるのわかってたし信じてたからっ！」

「だったら、だったらさぁ、わたしだけ除のけ者にして、皆で気合入れるのって、ないんじゃないかなぁ、わたし、間ま違ちがったこと言ってるかなぁ……」

「全然間違ってないよねっ！　完全に俺が悪いよねっ！　ごめんなさいごめんなさいごめんなさいっ！」




　恵の口調は、そこそこフラットではあったけれど。

　でも、思い切り早口で、結構涙なみだ目めで……




「ほらね、僕は以前に八巻で予言しただろ……君の彼女は絶対に重いって」

「お願いだから恵さんに聞こえないくらいの声で言ってよお兄ちゃん」




　　　　※　※　※




　で、そこから数日間……

　年内開発アップを目指し、『blessing software』の奮ふん闘とうは続いた。




「う～ん……総そう没ぼつとは言わないけど、少し直した方がいいんじゃないかなぁ、このキャラシナリオ」

「ど、どこを……？　もうちょい具体的に指し摘てきしてくれると助かるんだけど」

「そうだなぁ……序じよ盤ばんと、中盤と、終盤がまずいかなぁ。あ、エピローグも全面的に手を入れた方がいいかも」

「すいません最初から総没って言ってください恵さん!?」

「ていうか倫也先せん輩ぱい、そもそもこの二人の新キャラ、くっつけちゃっていいんですか？」

「まぁ確かに、『フィールズクロニクル』のキャラシナリオで、この恋れん愛あい色の強さは、違い和わ感かんを覚えるユーザーがいてもおかしくないね」

「い、いや、そこはマルズのディレクターからもＯＫもらってるんだよ。展開を練る時間もないことだし、俺の得意分野であるギャルゲー展開で勝負させてくださいって」

「だとしても、この恋愛シナリオは倫也くんにしては浅いというか陳ちん腐ぷというか最低というか」

「だからさっきから酷ひどくない!?」

「だってこの二人、これじゃ最初からくっついてるも同然じゃない？　二人が惹ひかれ合うエピソードが全然ないし」

「そ、そこは……ほら、尺の問題とか納期とか色々あるからさ……」

「でも、そういうの全部わかった上で請けたんだよね？　だったら、その制限の中でなんとかするのが倫也くんのミッションなんじゃないの？」

「あはは……加藤ちゃんってさぁ、いったんやる気になると容よう赦しやないよね～」

「だって、わたしたちの作ったゲームが、手て抜ぬきだなんて思われるの、嫌だよね？」

「ぇ……」

「精せい一いつ杯ぱいやって届かないなら仕方ないけど、後で『もっとできた』って思えちゃうの、嫌だよね？」

「恵……」

「あ～あ……マジでガチだ、こりゃ」

「これは勝負ありかな……こうなったときの副代表加藤さんは引かないからね」

「ごめんなさい、でも、その……」

「なら、ガチでやっちゃいましょうよ！　このシナリオをどう直せばいいのか、今から皆で相談しましょうよ！」

「そうだなぁ……二人が惹かれ合うエピソードがないのが問題という加藤さんの意見もわかるし、そこに尺を割さく訳にはいかないという倫也君の主張もその通りなんだが……」

「な、なら、俺に一つアイデアがあるんだが、聞いてもらえるかな？」

「もちろん！　どんどん案出していきましょう！」

「二人がパーティ加入前から惹かれ合っていることにすればいいんじゃないかな？　そう、リュートとサラシアは、実は幼なじみで……っ！」

「…………あ～それは違うと思うな。うん、全然解決策になってない」

「…………恵？」

「じゃあイトコ設定にしちゃおう！　これなら出会いすら省略できてお得だよ！」

「後こう輩はいっ！　後輩設定にしましょうよ！　それなら無む邪じや気きに慕したってくるのに説得力があります！」

「いや、いっそのこと、お互い反発しつつも実は心の奥底では深い絆きずなで結ばれているバディ設定で……」

「…………伊織？」




　　　　※　※　※




　雨の日も、雪の日も（なおこの数日間の降水量は０）。

　昼も、夜も、休日も、平日も（進学決定後の高三と大学生と無職だから可能）。




「ちょっと！　動かないでください二人ともっ！　まだスケッチ終わってないんですから！」

「んなこと言ってもさ～、このポーズ疲つかれるんだよね～」

「え、えっと、出海ちゃん……ちょっといいかな？」

「本当は口も動かさないで欲しいんですけどなんですか恵さん？」

「あ、あのさ……本当にこの構図、必要なの？」

「決まってるじゃないですか！　このイベントこそ、倫也先輩の書いた追加シナリオの中でも最大の見せ場にして、下手するとこの移植版で一番泣けるシーンになるかもしれないんですよ!?」

「お、おう……それはどうも」

「サラシアを庇かばって背中に致ち命めい傷しようを受けたリュート！　彼女は彼に覆おおい被かぶされながらもその体を抱だきしめ必死に治ち癒ゆ魔ま法ほうをかける！　彼から滴したたり落ちる血が自分にかかろうとも構わずっ！　なのに、自分の魔力を全すべて注いでも彼の生命の灯ともしびはどんどん消えていく……サラシアは彼に必死に絡からみつき、こう叫さけぶんです……『お願い！　戻ってきて！　戻ってきてリュート！』　ほら恵さん！　サラシアになったつもりで美智留さんの全身に体を絡ませて！」

「で、でも、これ以上絡み合っちゃうと、泣けるシーンというより……」

「な～んか、エロいシーンになっちゃうよね～」

「そこがいいんですっ！　この、どう考えても悲劇的な美しいシーンに漂ただようエロティシズム！　テキストで泣き、イラストで興奮し、ユーザーは悲しみと感動と、感じてはいけないそれ以上の感情に背徳感を刺し激げきされてもうっ！　ああっ、乗ってきた！　エンジンかかってきたっ！」

「なぁ伊織、出海ちゃんって、英梨々を追いかけてるけどさ……」

「ああ、タイプ的には明らかに霞詩子方面だよね……」

「さあ恵さん、もっと情熱的に、もっと扇せん情じよう的にっ！　相手が倫也先輩だと恥はずかしいっていうからわざわざ美智留さんにお願いしてるんですよ？　こっちは条件飲んだんだからそっちも応こたえてくださいっ！」

「そ、そんなこと言ってもこれ以上は……」

「あたしは生活費のためならなんでもやるぞ～」

「なら美智留さんの方からお願いしますっ！　上から覆い被さって、もっと体を密着させて！」

「よっしゃ～、ならスモールパッケージホールドでフォールしちゃうぞ～」

「ちょ、ちょっと氷堂さん……そんな、あ、息、かかって……ふぁっ」

「美智留さん、手、もっと下の方に！」

「あ、ちょっと、そこに手を入れるのは……ひぅっ、だ、駄だ目め、倫也く……」

「……っ」

「……倫也君、僕らは出ていた方が」

「お、おぅ……それじゃ出海ちゃん」

「はいっ、この成果は、完成したイベント絵で確かく認にんしてくださいねっ！」

「言っとくけど全年ねん齢れい対象だからなこのゲーム……」




　　　　※　※　※




　結構大きめの、記念の日も……




「はい氷堂さん、二〇歳おめでとう」

「おぉぉぉぉ～、ありがとう加藤ちゃん～！」

「うっわぁぁ～、ピックですか？　可愛かわいい～」

「へぇ、これ手作りじゃないかな？」

「……ぉ～」

「まぁ、初めて作ったし、使い勝手がどうかはわからないけど……」

「すごいすご～い、後で弾ひいてみてくださいよ美智留さん！」

「よ～し、せっかくだからハッピーバースデー行こうか～」

「……ぉぅ」

「あ、それと、ピックだけだと寂さびしいし、ついでにこれも……」

「うぉぉぉぉぉ～！　これ商品券!?　助かるぅぅぅありがとぉぉぉぉぉ愛してる加藤ちゃん～！」

「……その喜び方、ちょっと即そく物ぶつ的すぎません？」

「いやぁ、そのきめ細やかな気き遣づかいっぷり、さすがは副代表だね」

「……ぅぅぅ」

「で、そういう波島君は何か用意したの？」

「ああ、僕はもちろん現金をね」

「お兄ちゃんそれはさらに即物的……」

「うわぁぁぁぁぁあああありがとぉぉぉ波島兄ちゃん～！　これで帰ったら家賃払はらえるよぉぉぉ～！」

「……まぁ、もらう方は絶対気にしないってわかってたけど、なんだかなぁだよね」

「……ぁ、ぁ、ぁ、ぁの……っ」

「さ、それじゃ休きゆう憩けい終わり。わたし洗い物してくるね」

「ぇ、ちょ、ちょっとぉ……っ」

「よ～し、モチベーション上がった～！　あと二曲、頑がん張ばるぞ～！」

「た、誕生日は、美智留だけじゃなくて……」

「あ、そういえば忘れてた……倫也君も二〇歳おめでとう。それじゃ」

「え、えぇぇぇぇ～」




「……倫也先輩へのプレゼントは、どうせわたしたちが帰ってからに決まってるのにね」

「まぁ、こういうのも含ふくめて様式美なんだろうね。あの二人にとっては」




　　　　※　※　※




　そして、とうとう……




「お疲れさまでしたぁぁぁ～、倫也せんぱ～い！」

「寝ねるぞ寝るぞ～、正月はずっと寝ね倒たおすぞ～！」

「それじゃ、よいお年を、倫也君」

「ああ、よいお年を」

「みんな気をつけてね」

　一二月三一日。一一時四五分頃ごろ。

　流し見していた紅白が終わったタイミングで、出海が、美智留が、伊織が、それぞれ安芸家の玄げん関かんから出ていく。

　つい今まで全員総出で、グラフィックとシナリオの最終チェックを終え、マルズの用意した共有サーバにアップして、ついでに恵の用意した年とし越こしそばを皆みんなで食べて。

「終わったああぁぁぁぁぁ～！」

「まぁわたしはまだ片付けが残ってるけどね」

「手伝うから手伝いますから！」

　いよいよ、たった一か月ではあったけれど、『blessing software』の初商業仕事は、なんとか年内ギリギリに終わった。

「にしても、予想はしてたけど、本当に大おお晦日みそかギリギリだったね」

「おかげで冬コミにも行けなかった……」

「素材は昨日のうちに全部上がってたのに、結局今日も、全員集まっちゃったね」

「締しめ切きりギリギリまでクオリティを詰つめるのは、クリエイターの性さがだからな～」

「おかげでクリスマスすら、なかったね」

「どうせ俺のクリスマスは、子供の頃から誕生日と一ひと括くくりにされてたし～」

　とはいえ二四日の午後九時から二五日の午前三時の『例の六時間』までも全員揃そろってクリエイト（健全な意味で）していた時だけは、何か言いたげではあったけれど。




「じゃ、せ～ので持ち上げてね。はい、せ～の」

「よ……っと」

　で、残された二人……というより、住人一人と自主的に残った一人は、まず換かん気きのために部屋の窓を開け、寒さに震ふるえつつ室内のゴミや食器を片付け、テーブルを部屋の隅すみに片付け、やっと部屋の真ん中に広いスペースを作り出して……

「じゃ、ちょっと休憩」

「今度こそ本当にお疲れさまぁぁぁ～」

「まぁわたしにはまだ洗い物と掃そう除じ機きかけと……」

「もう後は俺がやっとくからそのネタ勘かん弁べんしてぇぇぇ～」

　と軽口を叩たたきつつも、さすがに二人とも精せい根こん尽つき果てたかのように、やっと空いた部屋の真ん中で、ぴったり背中を合わせて、お互たがいもたれかかりながら、つかの間の憩いこいの時間を堪たん能のうする。

「やぁっと、終わったな～」

「それ何度目かなぁ」

「今年が終わった方の話なんだから勘かん違ちがいしないでよねっ」

「そっちはまだ一○分くらい残ってるよ」

　すでに除じよ夜やの鐘かねの音は、開け放した窓から厳おごそかに響ひびいてきている。

　けれどまだ、部屋の時計は、二三時五○分を指していて。

「ま、でも、ちゃんと終わらせてめでたく新年を迎むかえられたな～」

「そうだね。で、お正月が終わって冬休みが明けて、そしたら後期試験……」

「そこまでまだ考えたくない……そうだ、その前に成人式じゃん」

「久しぶりに、英梨々に会えるね」

「あ、そういえば、英梨々に会っても、今回の移植に俺たちが関かかわってるって、絶対にバラすなよ？」

「どうして？　英梨々ならそもそもスタッフだし、話しても外に漏もらさないと思うけど」

「だってそんなのバレたら絶対にあの二人、細かいところまで粗あら探さがしして指差して笑ってくるじゃん！」

「はいはい、不ふ肖しようの弟で子し乙おつ」

「いや、それどころか『とてもとてもとても気に入らない』とかいって総没にしてくるかもしれない……そしたら俺、立ち直れないじゃん！」

「大だい丈じよう夫ぶだよ、あの二人はプロなんだし、私情でダメ出しなんかしないよ」

「プロだからこそ、クオリティが低かったら容よう赦しやなく総没にしてくるじゃん……そしたら俺、再起不能で一生廃はい人じんだよ！」

　倫也の背中がぶるっと震えるのが、恵にも伝わってくる。

　そのこだわりに、その思い入れに、その呪じゆ縛ばくに、ちょっと諦あきらめ気味の苦く笑しようを漏らし……




「大丈夫だよ……

　今の、出海ちゃんなら。

　今の、氷堂さんなら。

　今の、波島君は、まぁ……

　何より、今の倫也くん、なら。

　……今の、『blessing software』なら、さ」




「英梨々も、霞ヶ丘先せん輩ぱいも……

　きっと、散々こき下ろして、怒おこって、あざ笑って……

　最後に、条件付きで、ＯＫを出してくれるよ」




　倫也にとっての、女め神がみの祝福を……

　自分にとっての、神への挑ちよう戦せんを、口にする。




「なぁ、恵……」




　だからこそ、倫也も……




「もし俺が、これからも、こっちを本気でやっていきたいって……

　商業に、進出したいって言ったら……」




「そしたら恵は、ついてきて、くれるか？

『株式会社blessing software』に、就職して、くれるか？」




　神に挑いどむ、一人の無む謀ぼうな挑戦者としての決意を、女神に誓ちかう。




「……そうだなぁ、条件を提示してくれたら、考えるよ」

「条件、って？」

「ええと、勤務時間、福利厚生、給料、年間休日、それに……」

「……を～い」

「なんてね……本当に必要な契けい約やく条件は、一つだけ」

「そ、それだったら俺っ！」

「決して、あきらめないこと、だけだよ」

「ぇ……ぉ、ぉぅ」

　その答えは、多分、ほんの少し？だけ、倫也の想像の答えと違ちがっていたけれど……

「後は、負けないことと、投げ出さないこと、それに、信じ抜ぬくこと、かな？」

「いやそれ一つじゃないじゃん。それが一番大事なのはわかってるけど……」

　でも、まぁ、明らかに自分の方が飛ひ躍やくし過ぎていただけ、だったから。

「大丈夫、それは唯ゆい一いつ、俺が約束できる条件だ」

「なら、契約成立だね……これからもお世話になります、社長」

「……うん」

　だから倫也は、今時点で、手に入れられるものすべてを手に入れた、喜びに、浸ひたる。




「年、明けたね……」

「ああ……」

　いつも、二人の時を刻んできた時計が……

　いつの間にか、○時ちょうどを、指していた。

「それじゃ、そろそろ休きゆう憩けい終わりだね」

「う、うん……」

　徐じよ々じよに、終電に近づく時間を、示していた。

「じゃ、さっさと洗い物して、掃除機かけて……」

「あ、あ、あのさ恵っ！」

「ん？」

　まだ、背中を合わせたまま。

「そ、そりゃ、今日は大晦日だし、元日は普ふ通つう、家族で過ごすものだし……」

「そうだね～」

　何だかんだ言いつつ、立ち上がろうとしない恵を、背中に感じたまま。

「ウチには親もいるし、正月の朝から顔合わせるのはお互い気まずいかもしれないし」

「まぁ、そうだね～」

「けど、だったら朝早く送ってくし、顔合わせないようにするし、そっちの朝食にも間に合わせるから。だから……」

「……だから？」

「だから、だから、えっと、その……」

「…………」

「恵のご両親には、大晦日に娘むすめを帰さない不ふ埒らちものって、怒られるかもしれないけど」

「……で？」

「……もうちょっと、いてくれても、いいんじゃないかなぁ、って」

「……具体的には？」

「……せめて、始発まで、くらい」

　未いまだに、簡単には口にできない『泊とまっていけよ』の言葉を、持て余す。




　でも、それはきっと、これからもずっと。

　一つの、大きな契けい機きを迎えるまでは、ずっと……




「あのさ、倫也くん」

「は、はひっ！」

「実はね、こっちのおせち、三品だけわたしが作ったんだよね」

「……は？」

「で、それの感想……じゃなくて、出来が気になるから、わたし、しばらくここにいなくちゃいけないんだよね」

「……具体的には？」

「せめて、明日の午前中いっぱいは、ね」

「め、恵……っ」




　けれど、それは男性側倫也の勝手な都合であり。

　女性側恵にとっては、全然、まったく、これっぽっちも知ったことではなく……




「じゃ、まずはお風ふ呂ろ洗ってこないと」

「俺がやってきますから！」

　ちなみに、なんと○かいう初行事めは一月二日なので本件はノーカウントである。




　　　　※　※　※




　そして、そこそこ時は過ぎ、一月下げ旬じゆん──

「ちょっとぉ！　何よこれ!?」

「『フィールズクロニクル[image: XIII]βベータ版』って書いてあるわね……」

　ここ、不死川書店の会議室のテーブル上にぽつんと置かれた謎なぞのブルーレイディスクを呆ぼう然ぜんと眺ながめているのは二人の女性。

「それってまさか……例の移植版……？」

　イラストレーター、柏木エリこと、澤村・スペンサー・英梨々。

「三月に出すって話、どうやら本気だったようね……」

　小説家兼けんシナリオライター、霞詩子こと、霞ヶ丘詩うた羽は。

「待ってよ！　これってあたしたち全くのノーチェックじゃない！」

「だからこれでチェックさせようってことなんでしょ？」

「だったらβ版なんて遅おそすぎる！　せめてαアルフア版持ってきてくれないと！」

「多分、私たちの今の仕事がアップするまで隠かくしてたんでしょうね……もし見せたら、こっちに手を付けてしまうから。あなたが」

　一いつ緒しよに作品を作って実質四年となる、今は業界にも広く名を馳はせた名コンビは……

　つい昨日まで、二人の最新作『世界で一番大切な、私のものじゃない君へ』の劇場版アニメの制作に没ぼつ頭とうし、ちょうど精も根も尽つき果てたところを、突とつ如じよ、謎のメールに呼び出され、この場所に集つどったところだった。

「隠してたって……誰だれが？」

「そうね、容疑者としては、マルズか、紅坂さん紅朱企画か、町田さん不死川書店、というところかしらね」

「……あんたの見立ては？」

「それぞれオッズが三倍、五倍、一倍ってところかしら……」

「あ、あ、あのスチャラカ編集長～！」

　呼び出しメールの差出人にして、つい先ほど二人を出で迎むかえた某編集長町田苑子は、『あ、私編集会議に出なくちゃ～』と、あからさまに逃にげるように会議室を後にしていた。

「それでどうする英梨々？　つまりこれって、最終チェックを依い頼らいされているのだと思うけれど」

「最終チェックって……どのくらいダメ出しできるのかな？」

「そうね、絵も全すべて完成している。台詞せりふの音声も全て収録済み……となれば、後は細かい演出にほんの少し口を出せる程度かしらね」

「それ何もできないのと同じじゃない！」

「そもそも何もさせないつもりだったのよ、私たちの周りの大人たちは」

「そんな、そんな……だって、『フィールズクロニクル[image: XIII]』は、あたしたちが、魂たましいも、何もかもを削けずって……っ」

「……私たちにそういう事情があるように、会社勤めの人たちにも、別の事情があったんでしょうね」

「どうすればいいと思う？」

「まぁ、この顚てん末まつを次回作に反映させて溜りゆう飲いんを下げるとか」

「いやそういう下品な復ふく讐しゆうの仕方を聞いてるんじゃなくて」

「そうね……後は、移植版を作った人たちが、私たちと同じくらい、魂を削ってくれているかに懸かけるしかないわね」

「……そんなこと、期待できると思ってんの？」

「とにもかくにも、今の私たちには、それを確かめることしかできないのよ……」

　と、詩羽は、自じ虐ぎやくめいた苦く笑しようとともに、手に取ったディスクを、会議室に設置されたゲーム機に放ほうり込んだ。




　　　　※　※　※




「…………」

「…………」

　そして、それから数時間……

　最初のうちは、イベントが発生するたびにそのシナリオやグラフィックに毒づき、けれどその辺りはまだ自分たちが二年前に作った部分だと気づき、気まずい思いをしたりして。

「…………」

「…………」

　やがて、明らかに二人が身に覚えのない、追加キャラのイベントシーンに入ると、徐々にその表情は虚きよ無む……ではなく、呆然と、震ふるえていき……

「ね、ねぇ、これって……」

「似てる、わね……」

「似てるっていうか、もしかして……」

　そのテキストや絵が、自分たちの生み出すものと違ちがうのは、明白だった。

　けれど、似ていた。

　彼女たちが、昔、触ふれていた、テキストや、絵に。

「……何、やってんのよ、あいつらっ」

「自分たちの作品だって、作らなくちゃならないのに、ねぇ……っ」

　まだまだ未熟で、自分たちのゴーストを名乗るにはおこがましくて。

　けれど熱だけ高くて、勢いだけ凄すごくて、何よりも、懐なつかしくて……




「……気に入らないけど、ＯＫ、出すしかないか」

「……まだまだだけれど、許してあげる」




　だから二人は、微び妙みように声を上ずらせながら、最後までプレイを続けた。








あとがき






　ファンタジア文庫では一年ぶりのご無ぶ沙さ汰たです。丸まる戸とです。

　今回、『Memorial２』ということで、今まで各所で発表したショートストーリー群に加え、映画『冴さえない彼女ヒロインの育てかたＦｉｎｅフイーネ』公開を記念して、映画関連のインタビュー記事等をかき集め一冊にまとめさせていただきました。というかこの本作ろうという話を僕が聞いたのは発売日の○か月前で、その頃ころは来場者特典小説（計七本）をようやく書き上げ抜ぬけ殻がらとなっていた頃だったので、『聞いてないよ～（仕込みでなく）』と絶望感もひとしおでしたが、ＫＡＤＯＫＡＷＡさんに指し摘てきされ過去のメールを漁あさってみると、確かに劇場公開中に一冊出すことを約束してましたね。最近、仕事の数が増えてきて物書きとしてはとても嬉うれしい状じよう況きようなのですが、そのおかげで各プロジェクトの管理が疎おろそかになりかねないこの現状はなんとかしないといけません。という訳で関係各所の皆みなさんにおかれましては今後ともこまめなフォローをお願いいたします（丸投げ）。

　で、何とか本文の内容を整え、こうして最後のお務め（あとがき）まで辿たどり着ついたところで、ふと、何を書けばいいのかと立ち止まり、やがて『ああ、そういえば書き下ろし小説があるからそれについてコメントを……』と筆をとった瞬しゆん間かん、編集部から送られてきたこの本に掲けい載さいするインタビューの質問リストに『今回の書き下ろし小説についてコメントをください』とあったことを思い出し……いや、この本について語ること全てはぎ取られてるじゃないですか僕に何を語れって言うんですか。




　はい、ここまでが振ふりです。という訳で、この本について語ることは何もないため、ここでは現在公開中（初版発行時）の映画『冴えない彼女ヒロインの育てかたＦｉｎｅフイーネ』について語ってみたいと思います。

　皆さんは、こんなファンブックまで買っていただいている原作読者の方々ですので、当然！　映画はご覧いただいたと思うので（ありがとうございます！）ネタバレ全開で行かせていただきます。もしまだ見ていない、あるいは見る気がない方々においては、苦にが虫むしを嚙かみ潰つぶしたような顔でチッと舌打ちしながらこのページを閉じていただければ幸いです（まぁそんな状況ではこの本の半分近くは読めないことになってると思いますが……）。

　そもそも、ＴＶアニメ全二五話で描えがいたのが原作一巻～七巻＋ＧＳ１の八冊だったところ、今回の映画でのカバー範はん囲いは八巻～一三巻＋ＧＳ２、ＧＳ３の八冊分という、『同じ尺取るんだったらまた二クール必要じゃん！』という気づいてはいけない真実があり、そのおかげで、『原作のあのシーンを映像化しないとは何事か！』と憤いきどおりになる方もいらっしゃるかと思いますが、まぁそこは『アニメにも収録されていない希き少しよう価か値ちの高い描びよう写しや』ということで納得していただければ……いやすいませんそんな訳にはいかないですよね？

　あ、でもその代わり、『原作からカットした箇か所しよも多いけど、逆に原作にないエピソードも結構入れたよ！』という言い訳を……あ、そこで『この野や郎ろう火に油を注ぎやがって！』と感じている方々におかれましては、『余計に怒おこれてきちゃうんだけどなぁ』と可愛かわいく怒ってくださればこちらも嬉しいのでよろしくお願いします。

　あの〝最後の〟追加部分と、来場者特典小説（計七本）にて、二年前の一三巻のあとがきに可能性として提示した『これから先とか別の話……例えば大学時代の倫とも也や、社会人時代の倫也、あるいは他キャラの外伝等』を公約通り収録できたと自負しておりますので、皆さま是ぜ非ひ劇場へお越こしいただければ幸いです。それこそ一度と言わず七度……ああすいませんガチで売り方が汚きたないとは自覚していますがこれが冴えカノの通常運転というのは、ここまでお付き合いいただいた皆みな様さまには痛いほどわかっていると思いますのでよろしくお願いします。




　今回の映画と、この本を含ふくめた周辺展開が、『冴えない彼女ヒロインの育てかた』の最後のお祭りです。

　入れられなかったものも結構あったけれど、でも、新しくやりたいことは全部ぶち込みました。

　とても映画らしくない映画になっていると思いますが、そのことも含めて、『でもこれが冴えカノだよなぁ』と苦笑交じりに楽しんでいただければ、それにまさる幸せはありません。




　最後に、最強のパートナーに最後の謝辞を。

　深み崎さきさん、最近、会う回数より出てくる絵の方が全然多いですけど元気ですか？

　またこの仕事請うけてしまったせいで描かき下ろし増やしてしまい申し訳ありません。

　今後とも体に気をつけて（マジで）、太く長いご活かつ躍やくを祈き念ねんしています。

　僕も頑がん張ばります。




　では、皆さんも……またどこかで会いましょう。





二○一九年　秋




丸戸史ふみ明あき
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